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岬
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従
来
杜
会
統
計
調
査
に
於
て
は
悉
皆
調
査
、
即
ち
杜
会
的
集

団
現
象
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
要
素
を
観
察
す
る
事
が
原
則
と

せ
ら
れ
、
そ
〇
一
部
分
の
み
の
襯
察
に
よ
る
標
本
調
査
は
、
悉

皆
調
査
の
困
難
な
場
合
に
と
ら
れ
る
代
用
法
に
過
ぎ
な
い
と
さ

れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
ン
、
れ
は
悉
皆
調
査
に
よ
る
時
は
社
会
的

集
団
現
象
の
正
確
な
統
計
を
獲
得
す
る
事
が
出
来
る
が
、
標
本

調
査
に
よ
る
時
は
誤
差
　
　
そ
し
て
そ
の
大
い
さ
を
知
る
事
は

出
来
な
い
　
　
を
伴
う
統
計
し
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
統
計
調
査
の
実
際
に
於
て
は
大
規
模
な
悉
皆
調
査
の
可

能
な
場
合
は
極
め
て
少
く
、
大
部
分
は
代
用
法
た
る
標
本
調
査

に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
、
且
悉
皆
調
査
も
そ
れ
の

実
行
に
於
て
多
く
の
技
術
的
誤
差
が
発
生
す
る
た
め
、
実
際
上

は
必
ず
し
も
正
確
な
統
計
を
得
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
よ
り
、
近
代
数
理
統
計

学
の
成
果
た
る
抽
出
理
論
に
基
く
任
意
標
本
調
査
法
が
発
達
し
、



標
本
調
査
に
よ
る
推
定
の
誤
差
を
規
定
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
標
本
調
査
に
よ
っ
て
も
悉
皆
調
査
に
劣
ら
ず
十
分
正
確

に
杜
会
的
集
団
現
象
を
認
識
す
る
事
が
可
能
と
な
り
、
今
や
標

本
調
査
は
単
な
る
代
用
法
で
は
な
く
悉
皆
調
査
と
並
ぶ
正
確
な

調
査
方
法
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
社
会
統
計
調
査
の
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
於
て
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
任
意
標
本
調
査
法
に
よ
る
杜
会
的
集
団
現
象
の
認
識

に
は
一
定
の
隈
界
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
且
そ
れ
の
実
行
に
は

一
定
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
叉
精
巧
な
方
法

で
あ
る
丈
に
誤
用
す
る
危
険
も
大
き
い
た
め
、
標
本
調
査
の
実

施
に
際
し
て
は
よ
く
そ
の
隈
界
並
に
必
要
条
件
を
弁
え
、
い
や

し
く
も
誤
用
、
濫
用
に
鵬
ら
ざ
る
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
、
し
か
る
に
任
意
標
本
調
査
法
の
発
達
は
日
未

だ
尚
淺
く
、
殊
に
我
が
国
に
於
て
は
近
六
数
年
間
の
事
柄
に
過

ぎ
な
い
た
め
、
そ
れ
の
実
行
に
必
要
な
基
礎
資
料
の
整
傭
、
充

実
は
勿
論
、
経
験
の
あ
る
優
れ
た
調
査
立
案
者
の
養
成
が
、
そ

れ
の
普
及
と
共
に
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
任
意
標
本
調
査
法
に
対
す
る
社
会
的
需
要
の
増

　
　
任
意
標
卒
調
査
法

大
に
鑑
み
、
救
に
任
意
標
本
理
論
を
解
説
し
て
そ
れ
の
理
解
の

一
助
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
杜
会
統
計
調
査
法
に
於

け
る
任
意
標
本
調
査
法
の
地
位
並
に
そ
れ
の
方
法
的
特
質
に
就

て
は
、
前
号
の
「
統
計
調
査
法
」
に
於
て
考
察
し
た
た
め
、
薮

で
は
任
意
標
本
理
論
の
概
要
を
出
来
る
丈
平
易
に
説
明
す
る
事

に
し
よ
う
。

一
、
母
集
団
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
統
計
集
団
の
大
い
さ
並
に
構
造
の
絶
対
数
に
よ
る
正
確
な
把

握
は
、
集
団
構
成
要
素
の
悉
皆
観
察
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
が
、
統
計
集
団
の
構
造
を
そ
れ
の
簡
約
表
章
で
あ
る
平
均
値
、

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

比
例
数
等
に
よ
っ
て
把
握
す
る
事
は
、
勿
論
誤
差
を
伴
う
が
、

集
団
構
成
要
素
の
部
分
観
察
即
ち
標
本
調
査
に
よ
っ
て
も
可
能

で
あ
る
。

　
そ
し
て
抽
出
理
論
に
基
く
任
意
襟
本
調
査
法
に
於
て
は
、

調
査
せ
ん
と
す
＆
統
計
集
団
を
母
集
団
と
し
、
そ
れ
よ
り
抽
出

さ
れ
た
統
計
単
位
の
集
団
を
襟
本
と
し
、
両
者
を
任
意
抽
出
操

作
§
邑
◎
旨
。
。
２
昌
言
轟
◎
石
・
葦
昌
を
媒
介
と
し
て
結
附
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
四
九
一
）
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る
事
に
よ
っ
て
、
標
本
の
構
造
を
示
す
値
（
平
均
値
、
比
例
数

等
、
こ
れ
を
統
計
量
と
い
う
）
よ
り
、
悉
皆
観
察
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
母
集
団
の
構
造
を
示
す
値
（
平
均
値
、

比
例
数
等
、
却
ち
母
数
）
を
、
一
定
の
信
頼
度
に
於
て
、
誤
差

の
範
囲
を
明
示
し
て
推
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
先

ず
母
集
団
の
構
造
の
簡
約
表
章
は
如
何
に
し
て
求
め
ら
れ
る
か

を
知
ら
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

）１（

統
計
集
団
の
記
述

　
統
計
的
方
法
に
よ
る
統
計
集
団
の
把
握
は
、
そ
れ
を
構
成
す

る
要
素
即
ち
統
計
単
位
の
個
別
観
察
、
分
類
、
集
計
の
手
続
を

経
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
統
計
集
団
の
性
質
は
一
方
向
の

集
団
性
よ
り
観
察
し
た
統
計
集
団
の
数
量
的
構
造
と
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
却
ち
一
方
向
の
集
団
性
に
就
て
す
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

て
の
統
計
単
位
を
観
察
し
て
各
主
の
有
す
る
性
質
に
応
じ
て
標

識
を
与
え
、
次
で
標
識
毎
に
そ
れ
を
有
す
る
単
位
を
分
類
し
そ

の
数
を
合
計
す
る
事
に
よ
っ
て
、
各
標
識
を
同
じ
性
質
の
単
位

の
数
に
よ
っ
て
具
体
的
に
規
定
し
（
こ
の
値
を
統
計
値
と
い
う
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
四
九
二
）

最
後
に
集
団
性
に
よ
っ
て
こ
れ
等
の
統
計
的
規
定
を
受
け
た
標

識
を
統
括
す
る
事
に
よ
っ
て
、
統
計
集
団
の
大
い
さ
が
明
ら
か

に
な
り
、
且
そ
れ
は
標
識
を
同
じ
く
す
る
、
従
っ
て
同
質
的
な

統
計
単
位
の
部
分
集
団
よ
り
成
る
も
の
と
し
て
そ
の
構
造
を
明

ら
か
に
し
、
こ
れ
等
部
分
集
団
桐
亙
の
乃
至
は
部
分
集
団
の
統

計
集
団
全
体
に
対
す
る
数
量
的
関
係
に
よ
っ
て
、
一
方
向
に
於

け
る
統
計
集
団
の
性
質
が
数
量
的
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
こ
の
事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
従
業
員
８
０
人
の
一
事
業

所
を
想
定
し
、
こ
の
勤
労
者
集
団
の
男
女
構
成
、
給
与
状
態
、

扶
養
家
族
数
等
の
性
質
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
場
合
を
考
え

よ
う
。
先
ず
規
定
せ
ら
れ
た
集
団
性
で
あ
る
「
体
性
（
男
女
）
」

「
一
カ
月
間
賃
銀
額
」
及
び
「
扶
養
家
族
数
」
を
す
べ
て
の
従

業
員
に
就
て
観
察
し
セ
、
ン
、
れ
ジ
、
れ
「
男
」
　
「
一
五
、
六
〇
〇

円
」
コ
ニ
人
Ｌ
、
　
「
女
」
「
六
、
二
五
〇
円
」
「
ナ
シ
」
等
の
標

識
を
与
え
、
そ
の
結
果
を
標
識
毎
に
分
類
、
集
計
し
、
そ
れ
を

集
団
性
に
よ
っ
て
統
括
す
る
事
に
よ
っ
て
第
一
－
第
三
表
の
統

計
表
が
得
ら
れ
た
と
す
る
。

　
第
一
表
は
こ
の
集
団
は
「
体
性
（
勇
女
）
」
の
集
団
性
に
就

◆



別
数

女
頬

男
従表一第

数人リ易女男

人
６
０

２
０

勇
女

人
８
０計

護

養
別
数

扶
数
員

表二第

階
銀
数

賃
員

聞
業

月
従

ケ
別

一
級

表二第

数人級階銀賃

２
人３
　
６

１
０

１
５

１
３

１
０
７
　
５

３
　
２

１
↓
　
１
↓

１
　
１

満

円
未

千
６

上

円
以

予
５

〃７〃６

〃８〃７

〃９〃８

〃０１〃９
１１

１１〃０１

〃２１
１１

１１

〃３１〃２１

〃４１〃３１

〃５１〃４１

〃６１〃５１

〃７１〃６１

〃８１〃７１

〃９１〃８１

〃０２〃９１

人
８
０計

か
く
し
て
こ
○
事
業
所
内
○
勤
労
者
集
団
の
諾
性
質
が
数
量
的

に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
数
量
的
相
互
関
係
の
概
観
は
容

易
で
な
い
た
め
、
統
計
集
団
の
性
質
○
簡
約
な
表
章
が
必
要
と

な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
集
団
性
が
質
的
な
性
質
の
場
合
に

は
比
例
数
を
求
め
る
事
に
よ
り
、
量
的
な
性
質
の
場
合
に
は
平

均
値
、
標
準
偏
差
等
を
計
算
す
る
事
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。

）２（

量
的
構
造
の
簡
約
表
章

て
見
た
時
は
、
男
と
女
の
部
分
集
団
よ
り
成
っ
て
届
り
、
そ
れ

は
８
０
人
中
男
６
０
人
と
女
２
０
人
と
い
う
数
的
構
成
に
於
て
あ
る
事

を
示
し
て
届
り
、
第
二
表
は
「
扶
養
家
族
数
」
の
集
団
性
に
就

て
見
た
場
合
は
、
扶
養
家
族
を
有
し
な
い
者
か
ら
五
人
有
す
る

者
迄
に
分
れ
、
そ
の
各
宝
は
８
０
人
中
２
５
人
、
２
８
人
…
－
１
人
の

数
的
関
係
に
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
第
三

表
は
ニ
カ
月
間
賃
銀
額
」
に
就
て
見
た
時
の
集
団
の
数
量
的

構
造
を
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
量
的
集
団
性
に
就
て
統
計
集
団
を
観
察
す
る
時
、
　
（
例
え
ば

人
口
集
団
を
「
年
鯖
」
に
就
て
、
勤
労
者
集
団
を
「
賃
銀
額
」

に
競
て
観
察
す
合
場
合
）
個
友
の
統
計
単
位
に
与
え
ら
れ
る
標

識
は
数
量
値
で
あ
っ
て
こ
の
量
的
標
識
を
変
量
＜
胃
享
¢
と
い

い
、
そ
れ
に
は
二
の
一
定
値
の
間
に
多
く
の
任
意
の
値
を
と
り

得
る
連
続
量
な
る
場
合
と
、
分
離
し
た
値
の
み
を
と
り
そ
の
中

間
の
値
を
と
り
得
な
い
非
連
続
量
（
離
散
量
）
な
る
場
合
と
が

あ
る
。
前
節
の
例
に
於
て
賃
銀
額
は
連
続
的
変
量
で
あ
り
、
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
四
九
三
）
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養
家
族
数
は
非
連
続
的
変
量
で
あ
る
。

　
連
続
的
変
量
の
場
合
、
統
計
単
位
の
分
類
は
各
単
位
に
与
え

ら
れ
た
数
量
値
（
却
ち
観
察
標
識
）
に
よ
っ
て
も
よ
い
が
、
集

団
が
小
さ
く
統
計
単
位
の
数
が
多
く
な
い
時
は
、
そ
れ
で
は
少

数
の
単
位
よ
り
成
る
多
く
の
部
分
集
団
に
分
割
さ
れ
、
統
計
集

団
の
構
造
が
不
明
瞭
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

一
定
の
範
囲
の
数
量
値
を
ま
と
め
て
分
類
標
識
と
し
、
そ
の
範

囲
内
の
変
量
を
有
す
る
単
位
は
す
べ
て
同
一
の
部
分
集
団
に
分

類
す
る
事
に
よ
っ
て
、
部
分
集
団
の
数
を
滅
ら
し
て
そ
の
大
き

さ
を
増
し
、
以
て
統
計
集
団
の
構
造
を
明
確
に
表
現
せ
し
め
る

事
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
非
連
続
的
変
量
の
場

合
は
、
観
察
標
識
に
よ
っ
て
も
部
分
集
団
の
数
は
余
り
多
く
な

ら
な
い
か
ら
、
一
般
に
こ
の
よ
う
な
分
類
標
識
を
設
定
す
る
必

要
は
起
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
前
例
に
於
て
集
｝
作
ニ
ケ
月
間
賃
銀
鶴
」
に
就
で
、
統
計
単
位
を

概
察
し
た
結
果
を
、
観
察
襟
織
に
よ
つ
て
分
類
十
る
と
篤
凹
表
の
如

く
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
五
千
円
－
六
千
円
」
　
「
六
千
円
－
七
千
円
」

…
－
の
分
類
標
識
に
よ
っ
一
、
整
理
す
る
事
に
よ
つ
で
、
第
三
表
が
得
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
四
九
四
）

れ
た
の
で
あ
る
が
、
．
統
計
集
団
の
構
造
は
第
四
表
に
よ
る
よ
り
も
第

表四第

数人額銀賃
人１

　
１

２
　
１

２
　
　
１

３
　
２
　
．
．

円
千
２５

一

７
■

５

３
■

６

舳
２
●

７

５
●

７

珊
＆
ｏ

人０８計

三
表
に
よ

る
方
が
明

確
に
。
表
現

さ
れ
得
る

で
あ
ろ
う

し
か
し
「
扶
養
家
族
数
」
に
就
て
観
察
し
た
場
合
は
、
観
察
標
識
を

以
て
そ
の
ま
上
分
類
標
織
と
す
る
事
に
よ
っ
て
第
二
表
が
傷
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　
統
計
集
団
の
単
位
を
量
的
標
識
に
よ
っ
て
部
分
集
団
に
分
類

し
た
結
果
を
度
数
分
布
串
£
一
一
雪
ｑ
｛
奉
、
亭
一
一
ｑ
昌
と
い
い
、

そ
れ
を
表
示
し
た
も
の
を
度
数
分
布
表
と
い
う
。
そ
し
て
各
部

分
集
団
を
級
２
妻
、
級
に
属
す
る
単
位
の
数
を
度
数
矛
呂
自
．

竃
ｑ
と
い
い
、
各
級
の
量
的
標
識
の
幅
を
級
間
隔
ｏ
Ｈ
、
。
。
。
。

｛
巨
２
葦
Ｈ
、
　
そ
の
量
的
標
識
の
限
界
を
級
限
界
ｏ
Ｈ
毒
。
・
－
、
自
岸

と
い
う
。

、
’●

１
■

／
－

算
術
平
均
値



　
度
数
分
布
と
し
て
示
さ
れ
た
統
計
集
団
の
量
的
構
造
の
簡
約

表
章
は
、
す
べ
て
の
統
計
単
位
は
数
量
値
を
異
に
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
う
ち
代
表
的
、
典
型
的
な
数
量
値
（
中
数
竃
－

箒
牙
¢
尋
）
を
規
定
す
る
事
に
よ
っ
．
て
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
中
数
と
し
て
は
平
均
値
旨
・
彗
（
算
術
平
均
値
、
幾
何

平
均
値
、
調
和
平
均
値
、
平
方
平
均
値
）
、
中
位
値
旨
＆
｛
；

最
頻
値
（
又
は
並
み
数
）
旨
◎
宗
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の

う
ち
算
術
平
均
値
が
最
も
数
学
的
処
理
が
進
ん
で
居
り
、
任
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

標
本
理
論
に
於
て
も
一
般
に
そ
れ
が
取
扱
わ
れ
る
・
／
こ
め
、
薮
で

は
算
術
平
均
値
の
み
を
説
明
す
る
事
に
す
る
。

　
算
術
平
均
値
彗
事
旨
生
ｏ
旨
¢
彗
は
、
す
べ
て
の
統
計
単

位
の
変
量
の
総
和
を
単
位
の
総
数
で
割
っ
た
値
で
あ
っ
て
、
統

計
集
団
全
体
の
量
的
大
い
さ
（
却
ち
単
位
の
変
量
の
総
和
）
が
、

全
統
計
単
位
に
均
一
に
配
分
さ
れ
た
場
合
の
仮
想
的
な
値
で
あ

る
－
、
単
位
の
変
量
を
瓜
、
統
計
集
団
の
単
伎
の
総
数
を
〃
と
す

れ
ば
、
算
術
平
均
値
〃
の
計
算
式
は
そ
の
定
義
に
よ
っ
て
次
の

如
く
，
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咋
ま

　
　
　
　
　
ミ
Ｈ
－
十
、
・
十
、
十
身
Ｈ
ぽ
－
　
　
（
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
。

　
　
任
意
標
本
調
査
法

薮
に
　
（
シ
グ
マ
。
。
宮
岸
・
）
は
総
和
を
示
す
記
号
で
あ
っ
て
、

掌
】
３
は
久
を
１
よ
り
〃
迄
加
え
る
事
を
意
味
す
る
。

｛
１
１
Ｈ

　
　
例
え
ぱ
さ
１
１
“
さ
１
１
ｏ
〇
一
奇
Ｈ
９
よ
ｎ
９
ぶ
１
１
“
よ
１
１
り

　
と
す
れ
ぱ
、

　
　
Ｑ

　
　
Ｍ
３
１
ｌ
Ｎ
＋
○
ｏ
＋
蜆
十
蜆
十
べ
十
〇
”
ｃ
０
Ｈ

　
　
｛
Ｈ
－

　
　
伽

　
　
Ｍ
］
、
“
”
○
◎
十
蜆
十
切
十
閉
十
べ
１
Ｉ
Ｎ
◎

　
　
｛
１
ー
ト
９

　
こ
の
　
（
即
ち
系
列
の
各
項
の
和
）
の
計
算
に
習
熟
す
る
事
は
抽
出

　
理
論
を
学
ぶ
上
に
於
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
故
に
葱
で
は
そ
れ
の

　
練
習
の
意
味
を
兼
ね
て
、
簡
約
表
章
の
計
算
方
法
を
少
し
詳
綱
に
説

　
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
に
先
立
つ
て
次
の
事
を
注
意
し
て
置
こ
う
。

　
　
ミ

　
　
】
ミ
一
１
ー
ミ
一
十
ミ
｝
十
…
十
§
き
三
汁
甫
酔
◎
轟
欝
（
～
昌
。
・
３
暮
）

　
　
｛
１
１
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
Ｈ
亀
（
、
－
十
、
｝
十
…
…
十
、
宅
）
Ｈ
ミ
Ｍ
ｕ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
１
－
一

　
即
ち
す
べ
て
の
変
数
”
に
或
る
一
定
の
値
（
常
数
）
皿
が
掛
っ
て
い

　
る
場
合
は
、
そ
の
総
和
は
”
の
み
の
総
和
の
“
倍
に
等
し
い
の
で
あ

　
る
。
又

　
　
ミ

　
　
Ｍ
］
（
き
汁
ま
）
１
１
０
ご
片
ご
）
十
（
、
“
片
－
、
｝
）
十
…
…
十
（
身
汁
、
宅
）

　
　
｛
…
－

　
　
　
　
　
　
ｎ
（
、
－
十
、
”
十
…
…
十
↓
～
）
片
（
－
、
一
十
さ
十
…
…
十
、
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
宅
　
　
　
　
　
宅

　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｍ
］
き
汁
Ｍ
］
き

　
　
　
　
　
　
　
｛
９
一
　
　
｛
ｏ
－

　
即
ち
二
の
変
数
ガ
と
ノ
の
和
（
叉
は
差
）
の
合
計
は
、
ガ
の
合
計
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
四
九
五
）



　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

ヅ
の
合
計
の
和
（
叉
は
差
）
に
等
し
い
、
、

し
か
し
な
が
ら
多
く
の
場
合
統
計
単
位
の
有
す
る
変
量
は
、

個
六
的
に
与
え
ら
れ
な
い
で
度

数
分
布
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
は
度
数
！
を
ウ
ヱ
イ
ト

（
重
み
峯
ｏ
骨
事
）
と
し
た
加
重

表布分数度

平
均
値
き
邑
ま
｛
旨
ｏ
彗
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
変

量
幻
が
＾
単
位
、
灼
が
＾
単
位
、

れ
ば
、

　
　
↓
－
、
－
十
、
ド
“
十
・
：
…
十
↓
ぎ
＞

ミ
、
…

　
　
　
＼
－
十
＼
｝
十
：
・
…
十
＞

…
…
ル
が
九
単
位
あ
る
と
す

　
“

｝
、
、
、

ぎ
泄
、

Ｕ

ぎ
Ｍ
ｂ
い
考

“
ｏ
Ｈ

　
　
　
ぎ

　
　
　
】
↓
ｓ

　
　
１
Ｉ
、
ユ
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　
　
　
　
宅

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
第
二
表
よ
り
平
均
扶
養
家
族
数
を
求

め
る
と
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
一
変
量
篶
を
有
す
る
単
位
ム
の
全
体
に
於
け
る
存

在
の
割
合
一
棉
対
的
嚢
一
は
亨
令
に
よ
一
て
求
め
完

一
〇
〇
（
四
九
六
）

籍賂

平
族
表

表五第
ヨ
ー
ヨ
、
ー
ヨ
ー
，
，
ー
ヨ
，
，
１
１
’
’
　
　
’六

一

帆
路
蝸
〃
皿
・

人ｏ
ｏ１

１
Ｉ
ｉ
…
１
！
，
－
’
’
１
，
１
’
３
一
－
－

尤
泓
慧
、
３
１
一

人Ｏ８

－

，
－
１

苧
人０

１
２
３
４
５

計

１

５２
１
一

＝

皿
・
。

仁●

●●

数
帆

糠
、

臓聯

る
。
従
っ
て
仰
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
帝

　
　
　
】
、
ｓ
　
　
ぎ
　
　
　
　
討

　
　
　
い
甘
１
－
＝
Ｈ
】
争
ト
Ｈ
】
さ
｝
　
　
　
　
　
（
Ｎ
、
）

　
　
　
　
、
　
　
　
へ
０
Ｈ
　
セ
　
　
｛
１
ｌ
Ｈ

即
ち
算
術
平
均
値
は
変
量
と
そ
れ
の
相
対
的
度
数
と
の
積
の
総

和
で
あ
る
。

　
若
し
変
量
が
連
続
的
で
あ
っ
て
度
数
分
布
の
級
が
級
間
隔
を

有
す
る
時
は
、
各
級
間
隔
の
中
央
の
変
量
値
を
以
て
級
の
代
表

値
と
し
て
今
と
同
様
に
し
て
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
級
間
隔
が

大
き
く
な
く
叉
集
団
の
単
位
数
が
余
り
少
く
な
い
時
は
、
こ
の

よ
う
な
便
法
に
よ
る
た
め
に
生
ず
る
誤
差
は
極
め
て
小
で
あ

る
。
第
三
表
よ
り
平
均
賃
銀
は
第
六
表
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ

れ
る
。

算
術
平
均
値
の
摘
便
計
算
法



許
算
式
仰
は
次
の
よ
う
に
変
彩
す
る
事
が
出
来
る
、

　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
Ｍ
］
も
き
Ｉ
Ｍ
一
（
き
－
§
十
ミ
峯

　
ミ
Ｈ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
、
虜
亀
幕
申
疎
ｅ
諦
欝

　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
暑

　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

　
Ｉ
Ｍ
ｕ
（
き
－
§
）
、
十
Ｍ
ｕ
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
討
　
　
　
ぎ

　
！
　
　
　
暑
　
　
　
・
申
｛
携
い
蝿
一
】
き
１
１
亀
凶
〉
Ｈ
ミ
暑

　
　
帝

．
・
．
Ｈ
凶
（
、
「
ミ
）
、
吉
　
　
　
　
　
（
。
。
）

　
　
　
　
ミ

却
ち
算
術
平
均
値
は
任
意
の
値
ｏ
と
各
変
量
と
の
差
を
加
重
平

均
し
た
値
に
ｏ
を
加
え
た
も
の
．
で
あ
る
。
故
に
”
を
適
当
に
選

ぶ
事
に
よ
っ
て
偏
差
（
き
ー
ミ
）
が
簡
単
な
値
に
な
る
な
ら
ば
、

こ
れ
に
よ
っ
て
算
術
平
均
値
の
計
算
は
極
め
て
容
易
に
行
え
る

の
で
あ
る
。
　
（
普
通
”
は
平
均
値
に
近
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
し

表算計の銀賃均平表ハ第

力
。
ｚ”

円
０
５
一
〇
一
０
５
５
”
５
５
５
０
一
５
５
５
５
宿
Ｏ
千
皿
１
９
４
５
８
５
似
脇
１
５
８
７
肌
４
３
肌
１
６
皿
蛆
１
９
予
脇
　
　
　
　
　
１
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

停人
２
３
６
０
５
３
０
７
５
３
２
１
１
１
１
人
Ｏ

１
１
↓
１
１

８

値
一
嵌
二

落
養
葵
嚢
一

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一

数

満
１

１
１

１
１

１
！

１
１

１

門
未
、

１
！
１

１
！

１
１

■
１

１
１

１
１

！
１

■
１

汐
二

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１
２

・
一

」

計

！

／

１

１

１

！

／

！

１

１

■

！

１

１

賃

一
一
ダ
ポ
一
ポ
り■

７
０
・１＝

６
０

８
５
８〃

円
ｏ
ｏ■０１銀賃均平

．
．●

任
意
標
卒
調
査
法

て
加
重
詐
算
の
容
易
な
偏
差
の
得
ら
れ
る
よ
う
な
値
に
決
定
さ

れ
る
。
故
に
こ
れ
を
仮
平
均
値
尋
◎
・
医
晶
旨
窒
目
と
い
う
。
）

　
先
の
平
均
賃
銀
の
計
算
（
第
六
表
）
に
於
て
、
中
央
値
灼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

５
０
０
円
の
端
数
が
あ
る
た
め
〃
の
計
算
が
煩
雑
と
な
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
端
数
を
消
す
た
め
に
（
且
平
均
値
に
近
い
と

考
え
ら
れ
る
）
ｓ
Ｈ
Ｈ
◎
曽
◎
田
と
し
て
、
簡
便
式
に
よ
っ
て
平

均
賃
銀
を
求
め
る
と
第
七
表
の
よ
う
に
簡
単
に
な
る
。

表算計の銀賃均平表七第 乃
の
一
巧
（

円
千
１
０
１
２
蝸
２
０
１
５
０
１
０
１
・
１
５
１
２
１
０
６
７
８
９
　
一
一
一
一
一

円
千
６
　
１

ｏ
’
的

円
千
５
４
３
２
１
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
　
一
一
一
一
一

乃
人
２
３
６
１
０
正
１
３
１
０
７
５
３
２
１
１
１
１
．人
０
　
８

露
纂
漂
簑
篶
篶
篶
蛎
　
　
　
　
　
　
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

．
忽
Ｊ
仰
一

１
…
　
１
　
　
’
’
　
弓
；
　
　
，
，
　
　
　
　
　
’
　
■
　
　
－
　
■
ヨ
一
！
　
　
１
，
　
「

円
ｏ
ｏ石

１
０＝

ｏ

７０１＝５０１＋

６
０
１
８〃ク

円
ｏ
ｏ■

１
０銀貫均平

．
．●

睡
　
算
術
平
均
値
よ
リ
の
偏
差
（
ま
ー
ミ
）
の
総
和
は
Ｏ
で
あ
る
。

　
却
ち

　
考

　
Ｍ
］
（
ぶ
－
ミ
）
１
１
０
’
－
ミ
）
十
（
六
旧
－
ミ
）
十
：
…
・
十
（
も
毫
－
ミ
）

　
｛
■
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
四
九
七
）



立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
晋
）

　
　
　
　
　
　
考

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｍ
ぷ
－
き

「
亨
び
石
　
　
ミ
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
】
き
　
　
一

　
　
　
　
　
ミ
、
Ｈ
暑
　
　
：
】
さ
１
１
峯
、
、

〔
坤
ｒ
帥
奔
＞
ぺ
（
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
］
き
－
き
～
Ｈ
ら
ざ
－
き
“
１
１
◎

算
術
平
均
値
の
こ
の
性
質
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

●
１
１
－

（

標
準
偏
差
（
分
散
）

　
か
く
て
す
べ
て
の
統
計
単
位
の
数
量
値
を
代
表
す
る
値
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
次
は
各
単
位
の
有
す
る
値
が
ど
の
程

度
異
る
か
を
知
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
単
伎
の
変
量
の

分
布
の
範
囲
（
却
ち
分
散
度
）
の
測
定
は
、
四
分
位
偏
差

｛
彗
竃
ｏ
宗
＜
｛
葦
；
、
平
均
偏
差
旨
¢
彗
寄
＜
｛
葦
昌
、
標
準

偏
差
（
又
は
分
散
）
等
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
等
の
う
ち
最
も
多
く
利
用
さ
れ
且
葱
で
必
要
な

も
の
は
標
準
偏
差
（
叉
は
分
散
）
で
あ
る
、
。

　
標
準
偏
差
。
。
け
彗
麦
己
宗
く
一
室
昌
は
、
算
術
平
均
値
に
対

す
る
各
単
位
の
変
量
の
偏
差
宗
ま
葦
昌
の
白
乗
を
平
均
し
、

〃
、
れ
を
平
方
に
開
い
た
値
で
あ
っ
て
、
通
常
ｄ
（
・
。
骨
一
一
一
２
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
囚
九
八
）

シ
ヤ
文
字
　
の
小
文
字
）
を
以
て
示
さ
れ
る
。
故
に
計
算
式
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

工
ｐ
い
、
ミ
、
．
十
、
暮
、
、
＊
、
、
、
、
、
ミ
、
ミ
、
。
．

　
　
古
ゼ
・
。
一
む
一
…
・
。
冬
三

変
量
が
度
数
分
布
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
時
は

↑
く
ｐ
…
ミ
、
、
消
叶
川
一
．
一
諮
ぺ
ぎ
、
ミ
、
し
ド

－
｝
９
水
ま
　
ｓ

　
　
と
伽
（
亨
ミ
）
旧
｝
（
ｇ
二
四
千
歩

す
べ
て
の
単
位
の
変
量
の
分
布
の
範
囲
を
算
術
平
均
値
を
基
準

に
測
る
場
合
、
算
術
平
均
値
よ
り
の
偏
差
の
合
計
は
Ｏ
で
あ
る

た
め
そ
の
ま
ま
で
は
分
散
度
を
測
る
事
は
出
来
な
い
。
故
に
偏

差
を
白
乗
し
て
符
号
を
消
し
て
か
ら
平
均
し
、
後
平
方
根
を
と

っ
て
平
均
的
な
偏
差
を
求
め
た
も
の
が
標
準
偏
差
で
あ
る
。

　
　
標
準
偏
差
の
簡
便
計
算
法

　
標
準
偏
差
の
計
算
に
於
て
は
算
術
平
均
値
よ
り
の
偏
差
を
膚



乗
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
、
偏
差
を
簡
単
な
値
に
直
す
事

に
よ
っ
て
計
算
は
極
め
て
簡
易
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
標
準

偏
差
の
簡
便
計
算
は
次
の
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
得
る
。
働
式
よ

り

　
　
　
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討

　
ｓ
Ｈ
凶
（
ぷ
占
）
ｓ
Ｈ
】
（
ぶ
－
、
十
亀
占
）
。
．
、

　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
く

　
　
　
　
“

　
申
“
一
Ｍ
｛
（
ぷ
ー
§
）
十
（
§
－
ミ
）
｝
ｓ

　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
”
】
｛
（
さ
－
＆
・
．
十
い
（
ぷ
－
§
）
（
ｓ
－
ミ
Ｕ
＋
（
§
ー
ミ
、
）
｝
き
・

　
　
（
§
－
ミ
）
１
１
ｏ
◎
目
ｏ
。
け

　
　
　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
．
．
．
Ｕ
Ｍ
ｕ
き
よ
）
ざ
志
（
〒
ミ
）
】
（
ぶ
－
ミ
ざ
十
（
〒
ミ
、
Ｍ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
§
－
ミ
）
ｋ
く

　
　
　
　
　
　
　
．
．
．
（
ｏ
ｏ
）
片
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
〔
吹
（
予
・
き
－
（
ミ
よ
）
干
去
－
ミ
）
二

　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
ｎ
】
（
き
１
亀
）
ｓ
－
Ｎ
（
亀
－
ミ
）
’
皇
ギ
（
§
－
ミ
）
－
ミ

　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
ｎ
Ｍ
づ
“
－
ミ
）
バ
〉
－
（
§
－
ミ
）
・
。
ミ

　
薄
石

　
　
　
　
ぎ

　
　
ミ
ー
１
Ｍ
（
ぶ
－
、
）
Ｓ
１
（
、
ー
ミ
、
）
、
考

　
　
　
　
　
　
　
　
宅

　
　
　
　
“

　
　
　
１
ｌ
Ｍ
ｕ
（
、
ｎ
、
）
序
－
（
ミ
ー
ミ
）
・
　
　
　
（
¢
）

　
　
　
　
　
　
ミ

料
、
叶
貨
・
（
ド
、
、
）
マ

　
　
　
　
ミ

任
意
標
本
調
査
法

－
（
亀
－
ミ
）
｝

　
　
　
　
言
附
（
“
）
．
、

　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
（
§
－
ミ
）
ｏ
　
　
（
ｏ
、
）

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

薮
に
”
は
仮
平
均
を
と
り
、
ノ
は
級
間
隔
で
あ
る
。
故
に
ゆ
式

は
偏
差
を
級
間
隔
で
除
し
て
極
め
て
簡
単
な
値
に
し
た
上
で
１
計

算
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
簡
便
式
に
よ
っ
て
賃
銀
分
布
の
標
準

偏
差
を
求
め
る
と
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
。

表算計の差偏準標の布分鍛賃表へ第
帆
）
”
テ
”
（
２
）
○
テ
ぷ
（

５
０
４
８
５
４
４
０
１
５
０
１
０
２
８
４
５
４
８
５
０
３
６
４
９
６
４
８
１

８
１
６

２
５
１
６
９
４
１
０
１
４
９
１
６
２
５
３
６
４
９
６
４
８
１

ｏ
‘
仰

■
５
４
３
２
１
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
一
一
一
一
一

乃 人
２
３
６
０
５
３
０
７
５
３
２
１
１
１
１
　
　
　
　
１
．
１
↓
１
人
ー
ム

椚
嚢
義
議
議
醸

石
～
ク

計

ｙ
ｏ
０２

一（’
８１６×

８
０００１２

＝
ｄ円

円
円

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
０

７
　
５
　
０

０
　
０
　
１

ー
ム
　
ー
人

＝
　
＝
　
＝

〃
　
ｏ
■

　
０

　
０
０
０

８
　
　
．

　
５

　
８

　
６

　
７
，

　
＝

尚
側
式
に
於
て
ｓ
Ｈ
◎

と

円
７
２■２＝

ｄ
．
．●

（
却
ち
仮
平
均
を
用
い
な
い
）
と
す
る

一
〇
三
（
四
九
九
）



、
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
晋
）

　
　
　
｝

　
ミ
ー
１
凶
ぶ
Ｓ
ー
ミ
・
　
　
（
¢
５

　
　
　
　
ミ

却
ち
標
準
偏
差
は
算
術
平
均
値
よ
り
の
偏
差
を
と
ら
な
く
と
も
、

変
量
の
自
乗
の
加
重
平
均
値
よ
り
算
術
平
均
値
の
自
乗
を
引
く

事
に
よ
っ
て
求
め
る
事
が
暗
来
る
。
若
し
変
量
”
が
簡
単
な
値

で
あ
る
時
は
こ
の
計
算
式
に
よ
る
と
よ
い
。
今
扶
養
家
族
数
分

布
の
標
準
偏
差
を
こ
の
式
で
求
め
る
と
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

分
差

数
偏

譲
鞍

養
の
計

扶
布
の

表九第

ｉ

工
人

人
１

０
２
８
５
６
８
１
４
８
２
５

８３２

■

人

２
‘
。
Ｚ

０
１
４
９
６
５

”

１
２

－
１
’
－
一乃

人
５
８
４
９
３
１
人
Ｏ

２
２
１

８

，ｉ
，

．
¢”

人
０
１
２
３
４
５

計■

　
　
２

　
　
５

　
２

　
　
１
一

人
　
　
２
５
９
人

墨
・
。
撹

一
』
　
一
ら

〃
　
ｄ

　
標
準
偏
差
の
自
乗
、
即
ち
算
術
平
均
値
に
対
す
る
各
単
伎
の

変
量
の
偏
差
の
平
方
平
均
を
分
散
§
ユ
彗
８
と
い
う
。
故
に

分
散
（
Ｖ
で
表
す
）
は

　
　
　
　
　
“

　
、
１
ー
ミ
〕
Ｍ
ぼ
■
｛
匡
，
　
（
べ
）

　
　
　
　
　
　
　
斗

分
散
度
と
し
て
の
実
際
的
意
義
は
後
述
す
る
如
く
標
準
偏
差
の

方
が
重
要
で
あ
る
が
、
平
方
根
は
数
学
的
取
扱
が
不
便
な
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
五
〇
〇
）

に
理
論
的
に
は
分
散
が
主
に
用
い
ら
れ
る
。

　
標
準
偏
差
の
値
が
小
さ
い
時
は
、
算
術
平
均
値
に
対
す
る
偏

差
（
』
．
へ
１
§
）
が
小
さ
い
も
の
が
多
い
、
却
ち
大
多
数
の
変
量

は
平
均
値
の
周
り
に
集
つ
て
い
て
大
差
が
な
い
事
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
算
術
平
均
値
は
よ
く
凡
て
の
統
計
単
位

の
変
量
を
代
表
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
標
準
偏

差
の
値
が
大
き
い
時
は
、
平
均
値
よ
り
相
当
異
っ
た
値
の
単
位

が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
算
術
平
均
値
の
代
表
性
は
小
さ
い
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
標
準
偏
差
の
大
小
は
算
術
平
均
値

が
ど
の
程
度
よ
く
統
計
集
団
の
代
表
値
た
り
得
る
か
を
表
す
尺

度
で
あ
る
と
見
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
場
合
戦

後
の
賃
銀
額
が
何
千
円
、
何
万
円
と
い
う
時
の
賃
銀
分
布
の
標

準
偏
差
は
、
戦
前
の
賃
銀
額
何
十
円
、
何
百
円
と
い
う
時
の
そ

れ
よ
り
も
大
き
い
事
は
、
特
に
標
準
偏
差
を
計
算
し
比
較
し
な

く
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
値
の
大
小
は
平
均
値
の
代
表

性
の
尺
度
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
、
又
賃
銀
分
血
の
標
準

偏
差
と
扶
養
家
炊
数
分
布
ｏ
襟
準
偏
差
と
で
は
、
変
量
の
性
質

が
全
然
異
る
た
め
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
変
量
の
大



い
さ
が
著
し
く
異
る
場
合
や
変
量
の
種
敷
が
異
る
時
は
、
標
準

偏
差
を
直
接
比
較
し
て
も
変
量
の
分
散
度
の
大
小
従
っ
て
平
均

値
の
代
表
性
の
大
小
を
判
断
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
て
平
均
値
の
代
表
性
を
表
す
に
は
、
標
準
偏
差
が
算
術
平

均
値
よ
り
の
偏
差
に
よ
っ
て
計
算
し
た
分
散
度
で
あ
る
た
め
、

標
準
偏
差
を
算
術
平
均
値
で
除
し
て
梢
対
化
し
た
値
の
方
が
よ

い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
変
異
係
数
８
・
事
ｏ
｛
ｏ
巨
亀
奏
ユ
葦
昌

と
い
い
ｃ
（
叉
は
Ｃ
，
Ｖ
）
で
表
す
。

　
　
、

　
へ
１
１
－
　
　
（
ｏ
ｏ
）

　
　
ミ

変
異
係
数
が
小
さ
い
程
変
量
の
分
布
は
平
均
値
の
周
り
に
毯
で

あ
り
、
従
っ
て
そ
の
平
均
値
は
代
表
性
が
大
で
あ
る
事
は
明
ら

か
ノ
・
あ
ろ
う
ー
一
今
第
二
表
の
扶
養
家
族
数
分
布
の
変
異
係
数
へ

と
第
三
表
の
賃
銀
分
布
の
変
異
係
数
勿
を
比
較
す
る
と
、
賃
銀

分
布
の
方
が
分
布
の
状
態
は
相
対
的
に
欄
密
で
あ
る
事
が
判
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
Ｈ
．
お

　
へ
－
Ｈ
　
　
　
ｌ
ｌ
◎
．
ｏ
呂
１
－
り
閉
．
Ｈ
ざ

　
　
　
Ｈ
一
～
蜆

　
　
　
Ｎ
，
ｓ

　
“
”
－
－
　
　
“
◎
．
い
岬
り
１
ｌ
Ｎ
閉
．
り
“

　
　
　
岩
、
８

　
　
任
意
標
本
調
査
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〉

●
１
■

●
１

■
１
■
・

正
規
分
布

　
度
数
分
布
に
於
て
量
的
標
識
は
大
小
の
差
を
有
す
る
数
量
値

で
あ
り
一
定
の
自
然
的
序
列
を
有
す
る
た
め
に
、
各
標
識
を
有

す
る
単
位
の
数
即
ち
度
数
の
変
化
は
一
定
の
分
布
形
態
を
決
定

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
度
数
分
布
の
彩
態
は
、
変
量
（
標
識
）

と
度
数
と
の
関
係
を
変
量
の
変
化
に
従
っ
て
度
数
が
変
化
す
る

函
数
で
あ
る
と
考
え
る
事
に
よ
っ
て
、
一
定
の
数
学
式
に
よ
っ

て
表
現
す
る
事
が
出
来
、
そ
の
数
学
式
を
度
数
分
布
函
数
と
い

許

う
。
そ
し
て
度
数
分
布
の
形
態
は
若
千
の
規
則
的
な
類
型
に
従

う
の
が
実
際
で
あ
る
た
め
、
何
れ
の
類
型
に
属
す
る
か
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
以
上
は
、
羊
、
の
型
の
分
布
彩
態
を
表
す
数
学
式
の

バ
ラ
メ
ー
タ
ー
（
媒
介
変
数
事
曇
屋
奪
）
の
値
を
求
め
る
事

に
よ
っ
て
、
そ
の
度
数
分
布
の
彩
態
は
十
分
に
規
定
し
得
る
事

と
な
る
の
で
あ
る
。

睡
　
か
く
し
て
得
ら
れ
た
数
学
式
の
表
す
理
論
的
度
数
分
布
は
、
必

　
ず
し
も
実
際
の
匿
数
分
布
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
の
で
あ
つ
て
、

　
従
つ
て
分
布
函
数
は
量
的
構
造
を
近
似
的
に
表
す
に
過
ぎ
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
五
〇
一
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
場
合
に
よ
つ
て
は
こ
の
理
諭
的
度
数
分
布
は
、

　
　
実
際
の
匿
数
分
布
の
観
察
数
の
不
足
に
よ
る
不
完
全
さ
を
補
び
、

　
　
理
想
的
な
度
数
分
布
の
状
態
を
表
す
も
の
と
考
え
る
事
が
串
来
る

　
　
の
で
あ
る
。
例
え
ば
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
続
的
変
量
の
場
合

　
　
で
も
観
察
単
位
数
が
少
い
た
め
、
度
数
分
布
は
非
連
続
的
に
し
か

　
　
取
扱
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
当
撒
め
た
度
数
分
布
は
連

　
　
続
的
な
度
数
曲
線
を
摘
き
、
連
続
的
変
量
に
対
す
る
匿
数
の
分
布

　
　
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　
度
数
分
布
の
類
型
と
し
て
は
対
称
分
布
（
正
規
分
布
）
、
非

対
称
分
布
、
Ｊ
字
型
分
布
、
Ｕ
字
型
分
布
、
複
峰
性
分
布
等
に

分
げ
得
る
の
で
あ
る
が
、
薮
で
は
標
本
調
査
法
に
於
て
必
要
な

対
称
分
布
（
正
規
分
布
）
の
み
に
就
て
説
明
し
よ
う
。

　
対
称
分
布
は
度
数
の
集
中
点
が
全
分
布
範
囲
の
中
央
に
あ
っ

て
、
そ
れ
を
中
心
に
度
数
が
左
有
に
対
称
的
に
滅
少
す
る
場
合

ノ
し
あ
る
。
（
第
一
図
参
照
）
度
数
分
布
が
対
称
分
布
を
な
す
場
合

は
白
然
現
象
に
多
」
く
、
杜
会
現
象
の
場
合
は
大
部
分
非
対
称
分

布
を
な
す
の
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
対
称
分
布
は
度
数
分
布
の

う
ち
一
番
重
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
最
も
よ
く
研
究

さ
れ
て
い
る
分
布
で
あ
る
。
対
称
分
布
は
普
通
正
規
分
布
昌
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
五
〇
二
）

目
量
Ｈ
｛
季
Ｈ
亭
葦
昌
と
い
わ
れ
、
対
称
分
布
函
数
の
表
す
曲
線

を
正
規
曲
線
目
◎
・
冒
邑
９
旨
き
（
叉
は
○
ｐ
嘉
。
。
曲
線
、
（
正
規
）

誤
差
曲
線
）
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

　
正
規
分
布
を
表
す
函
数
は
変
量
を
瓜
、
度
数
を
ノ
と
す
る
と

次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
－
（
８
－
§
）
“

　
一
、
、
、
ミ
）
、
、
Ｍ
刈
｝
、
　
、
、
帥
　
　
（
◎
）

こ
の
式
に
於
て
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
刎
と
６
と
で
あ
っ
て
、
刎
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

度
数
分
布
の
算
術
平
均
値
、
　
ｄ
は
そ
の
標
準
偏
差
で
あ
る
。

（
そ
し
て
常
数
冗
は
円
周
率
で
あ
っ
て
ン
、
の
値
は
○
。
・
崖
８
…
、

６
は
オ
毫
｛
胃
の
常
数
で
あ
っ
て
～
、
崖
～
ｏ
。
…
で
あ
る
。
）
或
る

一
の
正
規
度
数
分
布
を
こ
の
正
規
函
数
で
表
す
た
め
に
は
、
、
！
、

の
度
数
分
布
の
算
術
平
均
値
及
び
標
準
偏
差
を
求
め
そ
の
値
を

ゆ
式
に
代
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
刎
の
位
置
、
、
の
大

小
に
よ
っ
て
異
る
正
規
分
布
が
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

算
術
平
均
値
は
度
数
の
集
中
点
（
即
ち
最
頻
値
）
に
一
致
す
る

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
対
的
度
数
は
一
＼
司
ｑ
ノ
し
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
１
（
さ
－
§
）
。
・
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
．
．
．

　
、
１
ー
ミ
・
下
＼
司
Ｓ
、
　
、
、
、
ｕ
＼
心
司
、
　
（
、
。
山
）



仙
　
ｃ
カ
式
は
正
確
に
は
相
対
的
度
数
を
表
す
の
で
あ
つ
て
、
ヅ
の
値

　
は
単
位
総
数
〃
個
申
或
る
変
量
”
を
有
す
る
単
位
の
数
！
の
存
在

　
の
割
合
工
〃
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
似
式
に
蛍
位
総

　
数
〃
を
乗
ず
る
事
に
よ
っ
て
、
任
意
の
変
量
を
有
す
る
単
位
の
数

　
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

じ
つ
　
先
づ
正
規
分
布
の
算
術
平
均
値
が
〃
で
あ
る
事
を
証
明
し
よ
う
。

　
閉
式
よ
り
算
術
平
均
値
は
変
量
と
相
対
的
度
数
の
積
の
総
和
で
あ

　
る
が
、
こ
の
場
合
は
変
量
”
が
連
続
的
変
量
で
あ
る
た
め
総
和
は

　
積
分
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
積
分
限
界
は
一
般
性
を
得
る
た

め
二
よ
り
富
と
す
る
と
よ
い
の
で
あ
る
。
故
に

ｎ
８
さ
・
エ
ペ
恥
、
，
、
貼
）
。
．
導

　
　
　
　
　
　
↓
ー
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
↓

潜
欝
陪
藩
、
、
、
＼
言
・
、
、
＼
｝
、
、
十
ミ
・
、
、
、
、
一
＼
｛

　
　
ム
ド
＼
ヅ
青
ミ
・
ミ
・
．
、
的
へ
、
・

　
　
－
篶
・
ｎ
８
、
・
．
、
、
、
羊
詐
ｎ
８
、
、
、
的
、
、
－
ミ
・

●
　
　
　
●

●

ら

一
鯛
欝
耀
弓
一

　
一
一

一
＼
“
，

　
次
に
標
準
偏
差
が
６
な
る
事
を
証
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
も
引
式
よ
り
偉
術
平
均
値
の
偏
差
の
平
方
と
相
対
的
度
数
と

　
　
　
（

の
積
の
総
和
の
平
方
で
あ
る
事
か
ら
し
て
、
今
と
同
様
次
の
よ
う

任
意
標
本
調
査
法

に
し
て
求
め
ら
れ
る
。

馨
ｎ
８
・
〒
ミ
・
き
、
・

　
　
　
　
ム
ド
・
；
・
。
＼
汁
、
，
（
誰
）
ギ

　
　
　
　
　
　
§
－
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

渇
欝
潜
瀞
、
、
－
＼
■
、
（
暮
－
ミ
）
固
↓
、
。
、
、
，
ミ
、
一
＼
宝

　
　
．
．
エ
ド
斗
ざ
、
へ
。
・
１
、
、
、
・

　
　
　
　
」
虫
ド
・
、
・
、
、
、
、
～
、

■
　
　
　
●

●

　
Ｅ一

＼
、

　
　
～

購
戴
サ
恩
蝉
法
壷
留
蝉
昂
か
沖
さ

ｎ
８
・
．
・
、
、
、
へ
、
エ
ソ
．
・
．
、
、
、
・

　
　
　
－
□
÷
、
帖
］
り
二
｝
．
、
、
、
・
ｋ
“

　
臼＼

引

■
Ｎ
，
１

　
薄
万
　
繭
様
講
嚇
一
ｑ

働
　
こ
の
事
は
数
学
的
に
ー
は
“
力
武
を
微
分
し
て
極
大
点
を
求
め
る
事

　
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
そ
の
説
明
は
賂
す
る
。

　
正
規
分
布
に
於
て
ミ
ー
ｑ
よ
り
ミ
十
ｑ
迄
の
間
の
変
量
を

有
す
る
単
位
の
数
の
割
合
、
（
ミ
ー
ｑ
〈
↓
〈
ミ
十
ｑ
）
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
五
〇
三
）



会
．
，
、
一
・

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
四
号
）
　
。

区
間
に
於
け
る
正
規
曲
線
下
の
面
積
で
あ
る
。
故
に
正
規
函
数

、
（
、
）
を
ミ
Ｔ
ｓ
よ
り
ミ
十
ｑ
迄
積
分
す
る
事
に
よ
っ
て
そ

の
値
は
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
正
規
函
数
＼
（
↓
）
は
算

術
平
均
値
刎
に
関
し
て
対
称
で
あ
る
た
め
、
刎
よ
り
ミ
十
ｑ
迄

の
区
間
の
面
積
を
知
れ
ば
、
そ
れ
を
二
借
す
る
事
に
よ
っ
て
区

聞
（
ミ
ー
“
ミ
十
ｑ
）
の
面
積
は
求
め
ら
れ
る
。
　
（
第
一
図
参

照
）
故
に

布分規正図－第

／

ｒ

版
ｘ
　
　
　
６

牙

ミ
十
Ｑ
９

ミ
十
～
９

ミ
十
、

ミ
ミ
ー
、

ミ
ー
～
９

ミ
ー
～
、

０

３２１０１・２・３・

％５７

劣７９９

一
〇
八
（
五
〇
四
）

さ
丁
穴
民
ミ
志
二
一
一
－
ソ
・
妄
ム
い
、
、
き
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
、
、
＼
汁
、
、
（
理
）
、
三
一
・
）

し
か
し
な
が
ら
こ
の
積
分
は
刎
と
６
の
値
が
決
ら
ね
ば
求
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ー
ミ
い

れ
な
い
。
そ
こ
で
正
規
函
数
＼
（
↓
）
に
於
て
、
Ｈ
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
ｌ
｛

る
変
換
を
行
つ
て
冷
（
、
）
Ｈ
一
＼
旨
、
、
と
い
う
彬
に
直
す
。

（
こ
の
事
を
正
規
函
数
（
乃
至
は
変
数
）
の
標
準
化
と
い
う
）

こ
の
場
合
刎
及
び
ミ
十
ｑ
は
新
変
数
！
に
於
て
は
そ
れ
ぞ
れ
０

及
び
１
と
な
る
。
董
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
“
－
ミ
、

　
、
１
ー
ミ
　
ｅ
児
工
叶
　
、
１
ｌ
　
　
　
　
Ｈ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
十
ｓ
－
ミ

　
亀
Ｈ
ミ
十
ｑ
ｅ
一
毎
芦
　
、
Ｈ
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
（
こ
の
関
係
は
第
一
図
の
瓜
軸
と
！
軸

と
の
比
較
に
よ
っ
て
了
解
せ
よ
。
）
す
る
と
¢
ｏ
式
は

　
　
ム
ペ
ザ
一
、
峠
、
・
（
§

と
な
っ
て
刎
、
６
を
含
ま
な
い
た
め
そ
の
値
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
◎
．
¢
ｏ
・
塞
◎
。
で
あ
る
。
要
す
る
に

・
一
ミ
よ
込
＾
ミ
志
二
一
ド
一
＼
３
テ
ネ
ヤ
、
き
〉
苧



同
様
に
し
て

ム
一
き
干
萎
、
轟

き
－
、
伏
丞
ミ
ｅ
よ
い
十
、
、
さ
６
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
一
§
雫
§
童

、
・
－
。
。
・
伏
ミ
き
ム
い
、
。
。
ざ
妄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
一
§
ミ
占
。
嚢

か
く
て
正
規
分
布
に
於
て
は
ミ
十
ｓ
の
間
に
全
単
位
数
の
６
８
％

強
が
存
在
し
、
ミ
汁
ざ
の
間
に
は
全
単
位
数
の
９
５
％
強
が
、

ミ
片
ｃ
ｏ
ｑ
の
間
に
は
８
．
べ
％
強
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
チ
ェ
ビ
シ
ェ
フ
の
定
理
ｑ
一
〇
訂
げ
｝
ｏ
子
萬
、
。
。
オ
訂
ｏ
冒
旨
）

　
今
述
べ
た
正
規
分
布
に
於
け
る
標
準
偏
差
と
度
数
分
布
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
は
、
一
般
の
度
数
分
布
に

を
６
と
す
れ
ば

　
　
任
意
標
本
調
査
法

於
て
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
上
の
度
数
分
布
に
於
て
そ
の

算
術
平
均
値
を
刎
、
標
準
偏
差

　
ミ
ー
＼
ｓ
〈
、
、
｛
〈
ミ
十
、
ぎ
（
｛
四
＼
弄
Ｈ
片
ｏ
汁
将
か
粧
灘
け
）

を
満
足
す
る
単
位
の
数
川
は

　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
き
Ｍ
＾
Ｈ
－
－
）
ミ
　
　
（
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
着

従
つ
て
そ
の
割
合
は

　
　
き
Ｍ
（
丁
パ
「
）
　
（
Ｈ
６

　
　
ミ
、
，
　
　
　
着

即
ち
算
術
平
均
値
を
中
心
に
標
準
偏
差
ｄ
の
刃
借
の
幅
を
附
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

た
範
囲
内
に
は
、
全
体
の
Ｈ
８
（
Ｈ
！
↓
）
％
以
上
の
単
位
が
含

ま
れ
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
チ
ェ
ビ
シ

ェ
フ
の
定
理
と
い
う
。
そ
し
て
度
数
分
布
が
連
続
的
な
度
数
分

布
函
数
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
チ
ェ
ビ
シ
ェ
フ
の

定
理
は
次
の
如
く
表
さ
れ
る
。
、
（
↓
）
を
連
続
的
分
布
函
数
と

し
そ
の
単
位
総
数
を
〃
、
算
術
平
均
値
を
刎
、
標
準
偏
差
を
ｄ

と
す
る
と

　
　
一
一
一
い
Ｙ
）
汚
干
中
）
考
（
旨
・

な
る
関
係
が
成
立
つ
の
で
あ
る
。
　
（
第
二
図
参
照
）

　
今
刃
に
１
２
３
…
…
１
０
の
値
を
与
え
、
そ
の
範
囲
内
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

す
る
単
位
の
割
合
を
ｕ
式
よ
り
求
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
五
〇
五
）



ー
ノ

立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
四
晋
）

－
　
１
．
丁山

メに
合

免
１
０
０
舶

０

Ｏ

数
割

・
　
■
● Ｏ

●

・
　
■
　
● Ｏ

■

Ｆ
ｏ
８

６

９

度
る

７
８

９

９

総
す

１
ｊ

囲

６

ｄ

ｄ
６

Ｏ

２
３

５

１

±
±
、
士
…
士

範

〃
〃
一

仰

刎

－
’
１

１

’

Ｏ

」

２
３

【
ｏ

１
■

１

－

’

’

＝

＝
…
＝
三
＝

－

ｊ
＾
刃

刃

刃

血

’

布分称対非図二第ダ
ア

ユ

萬
十
Ｑ
、

ミ
十
～
ｑ

嵩
十
、

亀
ミ
ー
『

ミ
「
～
ｓ

ミ
ー
～
、

０

ご
３

卑
醐

３
・

％９８ａ８

　
こ
れ
を
正
規
分
布
の
場
合
の
度
数
と
そ
の
分
布
範
囲
と
の
関

係
に
比
較
す
る
事
に
よ
り
、
若
し
度
数
分
布
が
正
規
分
布
を
な

す
な
ら
ば
、
同
じ
割
合
の
単
位
数
を
含
む
範
囲
が
著
し
く
狭
く

な
る
事
が
判
る
で
あ
ろ
う
。
　
．

　
　
変
数
の
標
準
化

　
統
計
集
団
の
二
の
量
的
性
質
の
比
較
（
則
ち
二
の
度
数
分
布

○
比
較
）
に
於
て
、
両
拠
団
○
量
的
標
識
（
変
量
）
Ｏ
洲
定
単

位
が
異
る
時
は
、
ン
、
の
ま
ま
で
は
比
較
す
る
事
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
五
〇
六
）

例
え
ば
賃
銀
階
級
別
度
数
分
布
と
勤
続
年
数
別
度
数
分
布
と
で

は
、
一
方
の
測
定
単
位
は
金
額
で
あ
る
が
他
方
の
そ
れ
は
年
齢

で
あ
る
た
め
、
直
接
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
叉
仮
令
測
定
単

位
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
一
方
の
変
量
が
他
方
の
変
量
と
著
し

く
か
け
離
け
て
い
る
時
も
亦
、
直
接
比
較
し
得
な
い
事
は
、
戦

後
の
家
計
費
階
級
別
度
数
分
布
と
戦
前
の
夫
と
の
比
較
を
考
え

る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
次
の
よ
う
な
変
数
変
換
を
行
う
時
は
、
何
れ
の
度
数

　
１
　
　
　
　
　
　
－
　
　
分
布
の
変
量
も
無
名
数
の
、
且

　
！
７
乃
・
…
五
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
ス
ケ
ー
ル
’
の
単
位
で
表
さ

　
　
ニ
ニ
ー
－
工
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
の
で
比
較
が
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
一
即
ち
上
の
度
数
分
布
に
於
て
算
術
平
均
値
を
〃

標
準
偏
差
ｄ
と
す
る
時
、
変
数
変
換

　
　
“
１
１
↓
、
－
ミ
、
　
　
（
５
）

　
　
　
　
ｓ

を
施
す
と
、
新
変
数
１
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
度
数
分
布
に
於
は

　
，
　
　
　
　
　
　
，
；
－
　
篶
術
平
均
値
Ｏ
、
標
準
偏
差
１

　
　
！
７
＾
…
－
＾
．
〃

！

へへ
・

－
－
土
且

で
あ
る
。
　
（
こ
の
事
を
変
数
の

標
準
化
と
い
う
。
）



こ
れ
を
証
明
す
る
と

　
　
　
　
　
　
記

　
　
　
　
　
　
Ｍ
、
戸
〉

　
韓
諒
上
、
遊
蔵
一

　
　
　
　
　
　
　
宅

共
、
、
州
ミ
、
）
、

　
　
　
、

　
ミ
　
　
　
一
§

Ｈ
Ｉ
－
－
－
Ｈ
ｏ

　
ｑ
　
　
ｑ

ぎ】
き
、

　
ぎミ

Ｍ
、

申
嘩
、
　
寺
．

宇
「
◎
峯
－
共
、
、
州
ミ
）
“

き
　
　
　
　
き

Ｈ

ｑ
蜴

ぎ

Ｍ
一
（
き
－
ミ
）
“
、

　
　
考

　
ｑ
・
。

Ｈ
！
≠
■
１
ｌ
Ｈ

　
ｑ
”

　
　
．
．
一
鵡
様
詠
嚇
Ｈ
Ｈ

そ
し
て
こ
の
変
数
変
換
の
意
義
は
（
き
－
ミ
）
で
原
点
を
〃
に

　
　
　
　
Ｈ

移
し
、
　
…
－
（
３
－
ミ
）
で
そ
れ
を
ｄ
を
渕
定
単
位
と
し
て
表
し

　
　
　
　
ｑ

た
も
の
で
あ
る
、
（
第
二
図
で
い
え
ば
”
軸
が
！
軸
に
変
る
事

で
あ
る
。
）

　
か
く
て
新
変
数
１
は
測
定
単
位
に
無
関
係
の
無
名
数
と
な
り
、

（
崎
式
の
分
子
、
分
母
共
に
同
じ
測
定
単
位
の
数
値
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
０

ら
）
且
チ
エ
ビ
シ
エ
フ
の
定
理
に
よ
り
↓
よ
り
壮
の
範
囲
に
全

度
数
の
殆
ど
全
部
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

変
数
変
襖
を
施
さ
れ
た
度
数
分
布
は
相
亙
比
較
が
可
能
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
．
１
Ｖ
　
歪
度
、
尖
峰
度
註

　
　
　
　
　
　
（

　
　
任
意
標
本
調
査
法

　
以
上
算
術
平
均
値
、
標
準
偏
差
を
求
め
る
事
に
よ
り
或
は
叉

分
布
函
数
を
規
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
度
数
分
布
の
特
徴
を
簡

約
に
示
す
値
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
尚
更
に
非
対
称
分
布

の
場
合
に
は
算
術
平
均
値
（
叉
は
最
頻
値
）
を
中
心
と
す
る
度

数
分
布
の
釣
合
の
状
態
、
即
ち
非
対
称
の
方
向
と
程
度
を
表
す

歪
度
。
。
庁
署
自
鶉
。
。
が
計
算
さ
れ
る
。
そ
の
計
算
方
法
の
一
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
Ｈ
　
方

　
　
　
　
　
↓
Ｍ
（
、
い
｛
ー
ミ
、
）
ｓ

　
汁
＼
判
Ｈ
　
　
　
烹
　
　
　
　
（
崖
）

　
　
一
膚
〔
汽
押
軸
釘
苑
輔
諫
批
寡
軍
一

図三第

卿
称対非９正則（

〆
吊

犯
械

　
や

　
　
分

　
糸

　
　
糸

　
　
ナ

　
　
ラ

　
　
偉

　
　
亭

笥
　
ノ
　
４

　
　
（

械
れ

々
伍

械

正
規
分
布
の
場
合
は
、
＼
判
Ｈ
◎
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
五
〇
七
）



立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
景
）

　
叉
度
数
分
布
曲
線

の
尖
り
の
大
小
（
そ

れ
は
算
術
平
均
値
の

周
り
に
於
け
る
変
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

の
集
中
度
を
表
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

を
示
す
尖
峰
度
庁
一
、
．
第

斗
婁
オ
を
求
め
る
事

も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は

　
　
　
Ｈ
　
丙

　
　
　
↓
Ｍ
（
き
ー
ミ
、
）
“
“

　
ぎ
１
１
－
－
１
－
－
１
－
－
－
－
－
－

　
　
　
　
　
ｑ
ゆ

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。

る
。　

睡

　
　
念
を
得
、

　
　
　
　
　
３
－

場
合
、

　
　
）

　
　
生

　
　
↑

誌

戸
鋭

　
　
（

　
）

３
性

之
平

庫
偏

　
　
、
＼

　
、

、
、

＼
、

、

、

　
的

↓
峰

偉
蹴

　
仲

ｏ
！

〃

”
１

双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
規
分
布
の
場
合
は
ｐ
Ｈ
Ｏ
ｏ
で
あ

　
　
こ
れ
等
の
測
度
は
本
稿
に
於
て
は
殆
ど
必
要
で
な
い
の
で
そ
れ

　
の
具
体
的
意
義
の
説
明
は
省
略
す
る
。
図
表
に
よ
つ
て
大
略
の
概

　
　
　
　
詳
細
は
統
計
書
を
参
照
さ
れ
た
し
。

　
　
　
　
　
　
質
的
構
造
の
簡
約
表
章

統
計
集
団
の
構
造
を
質
的
な
集
団
性
に
就
て
明
ら
か
に
し
た

　
　
（
例
え
ぱ
人
口
集
団
を
「
体
性
」
　
「
職
業
」
に
就
て
構

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
五
〇
八
）

造
公
析
し
た
場
合
）
標
識
を
異
に
す
る
統
計
単
位
は
質
的
に
異

っ
た
現
象
ノ
し
あ
る
た
め
、
統
計
集
団
全
体
に
於
て
各
標
識
（
質
）

の
単
位
が
ど
れ
丈
あ
る
か
ン
、
の
存
在
の
割
合
　
　
即
ち
比
例
数

　
　
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
、
統
計
集
団
の
構
造
を
簡
明
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註

現
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
統
計
集
団
の
構

造
を
示
す
比
例
数
は
相
対
的
度
数
又
は
頻
度
毒
Ｈ
葦
き
雲
巨
、

昇
重
け
己
二
書
畠
鼻
９
一
と
も
い
わ
れ
、
　
一
定
の
条
件
の
下

に
於
て
は
経
験
的
確
率
と
し
て
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
今
質
的
集
団
性
Ａ
に
就
て
統
計
集
団
を
観
察
し
た
場
合
、
統

計
集
団
は
標
識
～
～
－
…
・
～
の
部
分
集
団
よ
り
成
り
、
”
！
、
の
各

事
の
単
位
数
は
伽
伽
…
…
桝
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と

す
る
と
、
　
（
そ
し
て
総
単
位
数
き
十
さ
十
…
：
・
十
ミ
ｕ
宅
と

す
る
）
各
標
識
の
単
位
の
存
在
の
割
合
（
相
対
的
度
数
）
は

　
＞
－
苧
｝
－
キ
ニ
ー
・
＞
、
余
－

で
あ
る
。
そ
し
て
す
べ
て
の
標
識
の
相
対
的
度
数
の
和
は
ー
ノ
し

あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

羊
ミ
ー
－
き
Ｌ
、
、
。
、
、
心
イ
三
ド
ま
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
謹
　
尚
比
例
数
は
統
計
集
団
の
最
的
構
造
の
記
述
に
も
用
い
ら
か
る
。



　
　
前
の
例
で
い
え
ば
そ
の
事
業
所
に
於
て
賃
銀
額
秘
五
千
円
か
ら
六

　
　
千
円
迄
の
者
の
割
合
が
幾
ら
、
六
干
円
か
ら
七
千
円
迄
の
者
の
割

　
　
合
が
幾
ら
等
々
と
し
て
、
８
０
人
の
従
業
員
中
各
賃
銀
階
級
に
属
す

　
　
る
も
の
二
割
合
を
求
め
る
事
も
、
ン
、
の
集
団
の
量
的
構
造
の
認
識

　
　
に
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
量
的
構
造
の
場
含

　
　
は
部
分
集
団
の
数
が
多
い
た
め
に
、
比
例
数
よ
リ
も
算
術
平
均
値
、

　
　
標
準
偏
差
等
に
よ
る
方
が
蓬
か
に
簡
明
に
簾
団
の
構
造
を
表
示
す

　
　
る
事
が
串
来
る
の
で
、
普
通
量
的
構
造
の
記
述
に
は
比
例
数
は
用

　
　
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
◎

　
質
的
構
造
の
場
合
は
標
識
が
数
量
的
で
な
い
た
め
に
こ
れ
以

上
の
数
理
的
取
扱
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
統
計
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
の
質
的
構
造
が
、
”
標
識
と
ｏ
標
識

数度

１
ｚク

２〃

艦
・
Ｏ

〃計

↓一

率比数位単識標

ク
　
９

１
ｚク

～

”
　
８
一

１〃計

佳
意
標
本
調
査
法

で
な
い
も
の
即
ち
９
標
識
の
二
の
部
分

集
団
（
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
を
灼
伽
、

比
率
を
ク
９
と
す
る
）
に
分
け
ら
れ
る

時
は
、
皿
標
識
に
ー
、
非
似
標
識
従
っ

て
９
標
識
に
０
な
る
値
を
与
え
る
と
、

統
計
集
団
は
非
連
続
的
変
量
Ｏ
及
び
ー

の
二
の
級
よ
り
成
り
、
度
数
が
仙
伽
の

度
数
分
布
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
質
的
構

造
は
量
的
構
造
と
見
る
事
が
出
来
、
従
っ
て
そ
れ
の
算
術
平
均

値
及
び
標
準
偏
差
等
を
求
め
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
今
算

術
平
均
値
〃
を
計
算
す
る
と

　
　
　
Ｈ
×
ミ
ー
十
◎
×
ミ
、
。
　
　
ミ
ー

　
ミ
”
　
　
　
　
　
　
　
　
１
Ｉ
ｌ
－
”
、

　
　
　
　
き
十
ミ
　
　
　
ミ

と
な
り
、
平
均
値
刎
は
（
１
を
与
え
ら
れ
た
）
標
識
肌
の
比
率

ノ
と
一
致
す
る
。
次
に
標
準
偏
差
６
を
計
算
す
る
と

　
ミ
Ｈ
（
Ｈ
↓
）
・
．
３
＋
（
。
↓
）
、
ド
よ
払
｝
．
・
．
Ｈ
↓
ぺ

　
　
　
　
　
　
３
＋
３

　
．
．
．
１
１
ｋ
ド
セ
十
ｋ
ド
篭
１
ー
ミ
｝
十
、
篭

　
　
　
ｋ
く
　
　
　
宅

　
　
１
１
、
、
（
、
十
～
）
Ｈ
、
刈

　
．
．
．
ｑ
１
」
＼
剖

で
あ
り
、
標
準
偏
差
ｄ
は
皿
標
識
の
比
率
と
９
標
識
の
比
率
と

の
積
の
平
方
根
で
あ
る
。
今
度
は
９
標
識
に
ー
を
与
え
非
９
標

識
即
ち
皿
標
識
に
Ｏ
を
与
え
る
と
、
算
術
平
均
値
刎
は
９
の
比

率
９
に
一
致
す
る
。

　
　
　
◎
Ｘ
ミ
ー
十
Ｈ
Ｘ
ミ
“
　
　
ミ
６
．

　
ミ
ー
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１
１
１
，

　
　
　
　
３
＋
３
　
　
　
ミ

標
準
偏
差
ｄ
は
前
と
同
様
ｑ
Ｈ
＼
剖
で
あ
る
。

　
ミ
ー
１
（
◎
－
内
）
．
ミ
・
十
（
Ｈ
ー
へ
）
”
ミ
・
１
Ｉ
ｋ
ド
（
ギ
ー
ド
忘

　
　
　
　
　
　
３
＋
３
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ニ
（
五
〇
九
）



　
　
立
命
鉗
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

　
　
”
も
、
・
。
十
へ
、
｝
“
、
、
（
、
十
、
）
”
、
、

　
．
．
．
↑
＼
剖

　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
統
計
集
団
の
質
的
構
造
が
二
の

部
分
集
団
よ
り
成
る
場
合
は
、
Ｏ
，
１
の
標
識
を
与
え
る
事
に

よ
っ
て
量
的
構
造
と
同
様
に
取
扱
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
事
は
実
際
的
意
義
は
と
に
角
も
理
論
的
に
は
極
め
て
重
要

ノ
し
あ
る
。

）４（

相
関
々
係
の
簡
約
表
章

統
計
集
団
の
性
質
は
、
一
方
向
の
集
団
性
に
就
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
統
計
集
団
の
数
量
的
構
造
と
し
て
表
示
さ
れ
る
の
、
て
あ

る
が
、
そ
れ
を
更
に
他
の
方
向
の
集
団
性
に
就
て
二
重
に
構
造

分
析
す
る
事
に
よ
っ
て
、
統
計
集
団
の
よ
り
詳
細
な
性
質
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
例
え
ば
「
一
カ
月
間
賃
銀
額
」
な

る
集
団
性
に
就
て
構
造
分
析
さ
れ
た
勤
労
者
集
団
を
、
更
に

「
体
性
」
に
よ
っ
て
分
析
す
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
元
来
努

子
と
女
子
と
は
作
業
能
率
の
点
か
ら
、
又
仕
事
の
性
質
を
異
に

す
る
事
か
ら
当
然
賃
銀
水
準
を
異
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
五
一
〇
）

く
九
千
円
の
賃
銀
で
あ
っ
て
も
男
子
の
場
合
は
中
以
下
の
賃
銀

で
あ
る
が
、
女
子
の
場
合
は
中
以
上
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

ず
、
従
っ
て
「
賃
銀
額
」
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
各
部
分
集
団

に
は
、
こ
の
よ
う
な
質
的
に
異
る
単
位
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
で
ば
勤
労
者
集
団
の
性
質
を
十
分
に
示
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
勤
労
者
集
団
の
「
賃
銀
額
」
構

造
を
更
に
「
体
性
」
に
よ
っ
て
分
析
し
、
各
部
分
集
団
を
男
女

別
に
細
分
し
て
当
該
勤
労
者
集
団
の
勇
子
の
賃
銀
構
造
と
、
女

子
の
賃
銀
構
造
と
を
別
個
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　
一
般
に
集
団
性
梢
互
の
事
物
的
、
論
理
的
関
連
に
基
い
て
二

以
上
の
集
団
性
を
関
係
附
け
る
事
に
よ
っ
て
、
統
計
集
団
は
よ

り
小
さ
な
、
し
か
し
よ
り
同
質
的
な
単
位
よ
り
成
る
部
分
集
団

に
細
分
さ
れ
、
ン
、
れ
等
相
互
の
数
量
的
関
係
に
よ
っ
て
統
計
集

団
の
よ
り
’
詳
細
な
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
ン
、
し

て
そ
の
場
合
関
係
附
け
ら
れ
る
二
の
燦
嗣
性
が
何
れ
も
量
的
な

性
質
の
も
の
で
あ
る
時
は
、
ン
、
こ
に
見
ら
れ
る
統
計
的
関
係
を

相
関
六
係
８
冒
・
Ｈ
葦
；
と
い
い
、
こ
の
重
複
度
数
分
布
の
表



示
を
相
関
表
と
い
う
、

　
一
般
に
相
関
表
の
形
式
は
第
十
表
の
如
く
で
あ
る
。
最
下
及

ぴ
最
右
の
合
計
欄
は
そ
れ
ぞ
れ
、
統
計
集
団
を
皿
集
団
性
及
び

表関相表十第

計

＾
ん
…
ん
…
加
〃

ゐ
”

１
　
　
２
　
　
　
　
．
３
　
　
　
１
八
ル
…
＾
…
＾

■

八

■
．

…
　
“
　
　
“
　
　
”
●
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
●

１
　
　
２
　
　
　
　
ブ
　
　
　
　
ー

■

力
力
…
力
…
乃

力

一
一
　
　
一
　
　
一
●
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
●

－

血
加
－
ん
－
ル

■

２
！

１
　
２
　
　
　
．
３
　
　
１

ハ
カ
…
ハ
…
＾

■
１

！

ぺ
ハ
篶
…
幻
…
〃

計
　
．
３
　
　
　
７

五
　
　
ハ

　
＝
　
　
　
；

　
リ
　
　
　
　
．
３

力
ー
　
ム
ー

ん
２
仁
・
　
ト

又
瓜
　
〃

ザ
　
ド

カ
ー
　
乃

・
　
ト
ム
２
『

　
　
　
　
、
ｏ

し但

〃

　
＝　

リ乃
１

１
　
ト

圭
ｈ

９
集
団
性
に
就
て
分
析
し
た
時
の
度
数
分
布
を
表
す
の
で
あ
り
、

そ
し
て
中
央
の
欄
は
標
識
篶
を
有
す
る
単
位
ん
個
よ
り
成
る
部

分
楽
団
が
９
集
団
性
に
就
て
分
析
さ
れ
た
時
、
ハ
を
有
す
る
単

位
ん
、
〃
を
有
す
る
単
位
ん
・
－
”
を
有
す
る
単
位
ん
よ
り
成

る
部
分
集
団
に
細
分
さ
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

、
相
関
表
に
於
て
は
各
集
団
性
に
従
属
す
る
標
織
は
何
れ
も
変
第

量
で
あ
り
一
定
の
自
然
的
序
列
を
有
す
る
た
め
、
相
関
度
数

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法

分
布
は
一
定
の
分
布
形
態
を
確
定
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
一
方

向
の
集
団
性
皿
に
従
属
す
る
変
量
を
瓜
、
他
の
方
向
の
集
団
性

９
に
従
属
す
る
そ
れ
を
ノ
で
表
す
事
に
よ
っ
て
、
”
ノ
平
面
上

の
点
の
分
布
と
し
て
図
示
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
相
関
度
数
分
布
の
形
態
に
は
次
の
場
合
が
あ
る
。

　
ｃ
Ｄ
　
瓜
、
ノ
共
に
小
な
る
と
こ
ろ
か
ら
久
、
ノ
共
に
大
な
る

と
こ
ろ
に
か
け
て
分
布
す
る
傾
向
を
有
す
る
場
合
。
　
（
第
五
図

↑
“
）
こ
れ
は
変
量
久
の
大
き
な
値
を
有
す
る
統
計
単
位
は
同
時

に
叉
、
よ
り
大
き
な
変
量
ノ
の
値
を
有
す
る
も
の
が
多
い
場
合

で
あ
る
。
こ
の
相
関
六
係
を
正
相
関
と
い
う
。

　
吻
　
久
は
小
な
る
も
ノ
は
大
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
瓜
大
ノ
小

な
る
と
こ
ろ
に
か
け
て
分
布
す
る
傾
向
を
有
す
る
場
合
。
　
（
第

五
図
岬
）
こ
れ
は
一
般
に
久
の
よ
り
大
き
な
値
を
有
す
る
単
位

は
逆
に
よ
り
小
さ
な
ノ
の
値
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
梢

げ
匁

）０‘

め
／

で

一
五
（
五
二
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

関
六
係
は
負
相
関
と
い
わ
れ
る
。

　
ゆ
　
以
上
の
よ
う
な
特
定
の
方
向
に
集
中
す
る
傾
向
を
有
せ

ず
、
全
般
的
に
一
様
に
分
布
す
る
場
合
。
　
（
第
五
図
い
）
こ
れ

は
”
の
大
な
る
値
を
有
す
る
単
位
が
、
多
く
ノ
に
就
て
は
よ
り

大
（
叉
は
よ
り
小
）
で
あ
る
と
い
う
如
き
一
定
の
傾
向
を
有
し

な
い
場
合
、
即
ち
ｘ
と
ノ
と
は
相
互
に
無
関
係
（
独
立
）
な
る

場
合
で
あ
る
。
こ
の
時
は
相
関
六
係
な
し
（
叉
は
無
梢
関
）
と

い
う
。

　
ゆ
　
相
関
分
布
の
中
心
を
走
る
線
（
回
帰
線
）
の
周
り
の
分

布
の
範
囲
が
小
く
な
っ
た
極
限
の
場
合
。
　
（
第
五
図
ゆ
）
こ
れ

は
瓜
の
或
る
値
岬
を
有
す
る
単
位
は
す
べ
て
ノ
に
就
て
も
只
一

の
値
”
し
か
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
ゴ
と
ノ
と
は
一
義
的

な
相
互
関
係
に
於
て
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
相
関
六
係
を
完

全
相
関
と
い
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
梢
関
六
係
の
簡
約
表
章
は
如
何
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

て
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
椙
関
六
係
の
形
態
を
規
定

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
相
関
分
布
に
於
て
は
変
量
火
の
一
の

値
篶
に
対
す
る
変
量
ノ
の
値
は
、
一
価
的
で
な
く
し
て
多
価
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
：
ハ
（
五
二
一
）

ノ
し
あ
り
一
定
の
範
囲
内
の
値
を
と
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
．

公
と
ノ
と
の
相
互
関
連
の
形
態
は
、
各
篶
に
対
す
る
ノ
の
平
均

値
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
火
、
ノ
の
関
係
を
一
価
的
な
函
数
関

係
と
な
し
、
そ
れ
を
表
す
数
学
式
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
規
定

す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
久
の
変
化
に
対
す
ノ

の
平
均
値
の
変
化
が
略
三
直
線
的
と
看
傲
し
得
る
時
は
、
ン
、
の

相
関
人
係
を
直
線
相
関
Ｈ
｛
冒
彗
８
冒
ｏ
Ｈ
ま
昌
と
い
い
、
こ
の

平
均
値
を
縞
ぶ
線
に
直
線
を
当
巌
め
た
場
合
そ
の
直
線
を
回
帰

直
線
葛
零
婁
｛
昌
Ｈ
｛
罵
と
い
う
。
若
し
”
に
対
す
る
ノ
の
辛

均
値
の
動
き
が
直
線
的
で
な
く
曲
線
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

相
関
六
係
は
曲
線
相
関
自
◎
宇
｝
亮
胃
８
冒
９
註
昌
ノ
し
あ
る
と

い
い
、
そ
れ
に
当
巌
め
ら
れ
た
曲
線
を
同
帰
曲
線
Ｈ
晶
冨
色
ｓ

○
弓
毒
と
い
う
。
以
上
は
瓜
の
変
化
に
対
す
る
ノ
の
変
化
と
し

て
グ
、
ノ
の
相
関
六
係
を
提
え
た
の
で
あ
る
が
、
逆
に
ヅ
に
対

す
る
グ
の
変
化
と
し
て
ゴ
、
ノ
の
相
関
六
係
を
捉
え
る
事
が
出

来
る
。
そ
し
て
両
者
は
（
完
全
和
関
で
な
い
限
り
）
異
る
の
で
、

一
の
梢
関
分
布
に
於
て
は
二
の
回
帰
線
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
回
帰
直
線
（
叉
は
曲
線
）
を
求
め
る
事
に
よ
っ
て
相
関



々
係
の
形
態
は
簡
明
に
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
ガ
、
そ
れ
ば
変
量

”
に
対
す
る
変
量
ノ
の
平
均
的
な
変
化
を
表
す
の
み
で
あ
っ
て
、

ノ
は
回
帰
線
の
周
囲
に
一
定
の
範
囲
で
分
布
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
回
帰
線
を
中
心
に
相
関
分
布
の
範
囲
が
狭
く
回
帰
線
の
周

り
に
密
に
分
布
し
て
い
る
時
は
、
”
の
変
化
に
伴
う
ヅ
の
変
化

は
回
帰
線
に
よ
っ
て
十
分
代
表
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ

の
場
合
は
瓜
の
変
化
と
ノ
の
変
化
は
棉
互
に
よ
く
関
連
し
合
っ

て
届
り
、
統
計
集
団
の
こ
の
二
の
性
質
は
相
互
に
密
接
な
関
連

を
有
す
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
回
帰
線
の

周
り
に
粗
く
広
範
囲
に
亘
つ
て
分
布
し
て
い
る
時
は
、
瓜
と
ノ

と
の
関
係
は
回
帰
線
に
よ
っ
て
は
十
分
代
表
し
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
は
統
計
集
団
の
二
性
質
の
相
互
関
連
は

左
程
密
接
で
に
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
次
に
こ
の
相
関
分
布

の
範
囲
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の

測
度
が
相
関
係
数
８
冒
ｏ
Ｈ
葦
昌
８
争
・
討
暮
（
曲
線
相
関
の

場
合
は
榊
関
比
８
昌
９
葦
昌
量
ユ
◎
）
で
あ
る
。

　
か
く
て
相
関
六
係
の
簡
約
表
章
は
同
帰
直
線
（
叉
は
回
帰
曲

線
）
と
梢
関
係
数
（
叉
は
相
関
比
）
の
二
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

　
　
任
意
標
本
詞
査
法

の
で
あ
る
が
、
薮
で
は
本
稿
に
於
て
必
要
な
相
関
係
数
の
み
を

説
明
し
よ
う
。

　
睡
　
関
係
附
け
ら
れ
る
集
団
性
が
何
れ
か
一
つ
叉
は
双
方
共
に
質
的

　
　
性
質
の
場
含
は
、
部
分
集
団
の
相
互
関
聯
の
簡
約
表
章
は
比
例
数

　
　
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。

）
●
１

（

相
関
係
数

　
相
関
係
数
９
（
口
１
｝
◎
）
は
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ

る
。　

　
　
　
Ｈ
“
、

　
　
　
↓
脳
悩
マ
↓
）
（
一
、
、
↓
ｓ
，
　
　
Ｄ

　
　
も
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
£
～

　
叉
は

　
　
　
　
一
ミ

　
　
　
　
ー
Ｍ
（
ぶ
－
～
）
（
き
－
、
）
　
　
　
　
）

　
　
　
　
ミ
汀
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嵩
、
）

　
　
　
　
　
　
　
～
３

但
し

　
　
　
　
“

・
』
米
．
・
号
く
中
咋
一
予
３
事

…
ｓ
赫
国
．
屏
丙
茸
べ
ｓ
隅
蝉
串
卦
ｓ
半
苫
商
４
繭
一
様
壷
脇

　
～

７
ぷ
戸
亨
く
十
咋
Ｓ
占
さ

…
、
繍
国
．
屏
丙
舞
パ
ｅ
漏
嚇
阿
寺
卦
ｅ
ポ
掠
粛
６
一
弼
様
商
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
五
一
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

０
Ｄ
　
ｏ
螢
式
に
於
げ
る
Ｍ
Ｍ
の
意
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
便
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
心
“
Ｈ
｝
”
－

　
上
先
づ
相
関
表
に
於
げ
る
度
数
の
計
算
を
例
に
と
つ
て
説
明
す
る
。

　
　
二
方
向
の
集
団
性
に
就
て
二
重
に
構
造
分
析
さ
れ
た
統
計
集
団

　
の
総
単
位
数
〃
は
、
各
部
分
集
団
の
単
位
数
加
の
合
計
で
あ
る
。

　
故
に
相
関
表
の
左
端
の
列
（
縦
欄
）
よ
り
順
次
加
え
て
行
く
と

　
（
第
十
表
参
照
）

　
　
ミ
パ
（
卜
Ｈ
＋
ゼ
）
Ｎ
＋
…
十
、
、
）
十
（
ｂ
一
十
、
Ｎ
＋
…
十
，
“
、
）
十
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
十
（
、
一
十
〉
心
十
…
十
“
、
）

　
こ
の
場
合
各
括
孤
内
の
／
は
添
数
．
・
は
同
じ
で
あ
る
が
ノ
は
異
り
、

　
そ
れ
は
１
か
ら
／
迄
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
和
の
記
号
　
を
使

　
つ
て
酪
記
す
る
と

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
Ｈ
（
Ｍ
ｕ
、
－
）
）
十
（
Ｍ
］
、
こ
）
十
・
・
…
・
十
（
Ｍ
］
、
、
）

　
　
　
　
～
“
－
　
　
　
　
　
）
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
”
↑

　
こ
れ
は
相
関
表
に
於
て
各
列
の
度
数
の
合
計
即
ち
変
量
々
を
有
す

　
る
部
分
集
団
の
大
い
さ
で
あ
る
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
”
＼
－
．
十
＼
旨
十
…
十
＞
．
１
１
】
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
と
書
け
る
、
一
そ
し
で
、
今
述
べ
た
よ
う
に
、
、
Ｍ
、
）
で
あ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
Ｈ
一

　
め
、
こ
れ
を
代
入
し
て

　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
ン
、
－
】
Ｍ
ｕ
、
』

　
　
　
｛
“
一
）
Ｈ
Ｈ

　
　
　
　
　
キ
　
　
、

　
頂
す
る
に
Ｍ
】
、
」
は
相
関
素
の
得
列
の
度
数
を
合
計
し
、
そ

　
　
　
　
　
～
”
一
、
Ｈ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
五
一
四
）

　
の
結
果
（
第
十
表
最
下
欄
）
を
更
に
横
に
合
計
す
る
事
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
“

　
る
の
で
あ
る
。
従
つ
で
、
Ｍ
ｕ
Ｍ
ｕ
、
～
は
逆
に
先
づ
相
関
表
の
各
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
”
二
Ｈ
ド

　
（
横
欄
）
の
度
数
を
合
計
し
、
そ
の
結
果
（
第
十
表
最
右
欄
）
を

　
縦
に
合
計
す
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
に
よ
り
明
ら
か
な
如
く
蝸
式
の
分
子
は
先
づ
各
列
毎
に

　
？
下
副
〆
ご
－
、
Ｓ
、
を
含
計
し
、
次
で
そ
の
結
果
を
横
に
合
計

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

回
　
二
方
向
の
集
団
性
に
よ
る
統
計
集
団
の
観
察
結
果
が
相
関
度
数

　
分
布
に
整
理
さ
れ
ず
、
膏
統
計
単
位
毎
に
個
々
的
に
〃
個
の
変
量

　
の
組
（
３
ミ
ー
）
一
（
さ
一
ぎ
）
一
…
－
・
（
暮
き
；
）
と
し
て
与
え
ら
れ
て

　
い
る
時
は
、
平
均
値
よ
り
の
偏
差
の
積
（
ま
－
割
）
（
き
ー
、
）
は
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
個
あ
る
の
で
、
０
臼
式
の
分
子
は
　
↓
叱
一
（
、
、
、
１
制
）
（
、
、
－
、
）
と
な

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
り
雌
式
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
蜥
武
の
方
が
簡
単
で
見
易
い
の

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
で
以
下
の
説
明
は
こ
れ
に
よ
る
事
に
す
る
。

　
こ
の
相
関
係
数
の
算
式
の
意
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ぴ
集

団
性
に
従
属
す
る
変
量
久
と
９
集
団
性
に
従
属
す
る
変
量
ノ
と

が
、
測
定
単
位
を
異
に
す
る
時
は
直
接
比
較
す
る
事
は
不
可
能

で
あ
る
。
　
（
例
え
ば
学
生
の
身
長
と
体
重
に
就
て
の
相
関
表
に

於
て
、
小
の
身
長
と
眺
の
体
電
と
は
直
接
比
較
し
得
な
い
。
）



故
に
各
変
量
に
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

数
変
換
を
施
し
て

標
準
化
し
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
図

ば
奮
ぬ
。
、
て
こ
六
　
　
　
　
　
、
火

ノ
し
次
の
変
数
変
換

　
　
　
　
　
　
　
　
第

を
行
い
新
変
数
を

そ
れ
ぞ
れ
ｘ
，
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
一
茅
　
　
　
０

と
す
る
つ

　
　
ｋ
Ｈ
■
い
戸
　
　
こ
Ｈ
、
「
、

　
　
　
　
　
£
　
　
、
、
　
～

．
こ
の
変
数
変
換
の
相
関
図
表
に
於
け
る
意
義
は
、
”
ノ
直
交
座

標
軸
が
右
上
方
に
移
動
し
点
（
ポ
“
）
の
位
置
（
こ
れ
は
相
関
分

布
の
中
心
ぞ
あ
る
事
は
、
７
、
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
平
均
値
で
あ
る

事
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
）
　
に
Ｘ
Ｙ
新
座
標
軸
の
原
点
が
来

る
事
で
あ
る
。

　
新
相
関
図
表
に
於
て
、
若
し
相
関
分
布
が
正
棉
関
即
ち
左
下

よ
り
右
上
に
か
け
て
分
布
す
る
傾
向
を
有
す
る
時
は
、
第
一
象

限
と
第
三
象
限
に
多
く
の
単
位
が
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
て
ハ

第
二
、
第
四
象
限
に
は
少
し
の
単
位
し
か
存
在
し
な
い
で
あ
ろ

　
　
　
任
意
標
本
調
査
法
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－

■

ｏ

１，
●
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■

■

皿

■

．
皿

ヨ
ー
ゴ
メ
ー

‘
Ｉ
Ｉ
‘
１
！
１
１
■
－
’
．

ノ
ー

０

う
。
そ
し
て
各
単
位
の
有
す
る
変
量
の
積
（
Ｈ
メ
・
さ
）
を
と

る
と
、
第
一
、
第
三
象
隈
に
あ
る
単
位
の
値
は
正
で
あ
り
、

（
蓋
し
第
一
象
限
に
於
て
は
ト
ペ
Ｖ
◎
第
三
象
隈
に
於
て
は

ト
声
〔
◎
な
る
た
め
）
第
二
、
第
四
象
限
に
あ
る
単
位
の
値
は

負
で
あ
る
。
（
蓋
し
第
二
象
隈
に
於
て
は
ぺ
く
◎
一
、
Ｖ
◎
第
四

象
隈
に
於
て
は
＼
Ｖ
◎
一
、
〈
◎
凌
る
た
め
）
今
こ
の
各
単
位
の

有
す
る
二
変
量
の
積
を
す
べ
て
の
単
位
に
就
て
合
計
す
る
と
、

積
○
値
が
正
，
て
あ
る
第
一
、
第
三
象
限
に
、
そ
れ
が
負
、
て
あ
る

第
二
、
第
四
象
限
よ
り
も
多
く
の
単
位
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
ら
、
ン
、
の
緒
果
は
正
の
値
が
得
ら
加
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち

肯
干
抄
一
、
洲
割
×
べ
一
・
・

そ
し
て
”
と
ノ
と
の
相
互
関
連
が
密
接
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
各

”
の
値
に
対
す
る
ノ
の
値
の
変
化
の
範
囲
が
小
で
あ
る
か
ら
、

第
一
、
第
三
象
限
に
よ
り
多
く
の
単
位
が
存
在
し
、
第
二
、
第

四
象
限
に
あ
る
単
位
の
数
は
少
く
な
る
た
め
こ
の
値
は
益
三
大

き
く
な
る
ノ
し
あ
ろ
う
。

　
逆
に
相
関
分
布
が
負
相
関
即
ち
左
上
よ
り
有
下
に
か
け
て
分

布
す
る
傾
向
を
有
す
る
場
合
は
、
新
相
関
図
表
の
第
二
、
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
（
五
一
五
）



　
　
立
命
敏
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
景
）

象
限
に
多
く
の
単
位
が
存
在
し
、
第
一
、
第
三
象
限
に
は
少
し

の
単
位
し
か
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
各
単
位
の
有
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
変
量
の
積
を
合
計
す
る
と
そ
の
緒
果
は
負
の
値
と
な
り
、
そ
・

し
て
”
と
ノ
と
の
相
関
六
係
が
密
接
で
あ
る
程
、
第
二
、
第
四

象
限
に
よ
り
多
く
の
単
位
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
値
は
よ
り

小
（
絶
対
値
は
よ
り
大
）
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
叉
相
関
分
布
が

無
相
関
却
ぢ
特
定
の
傾
向
を
有
せ
ず
一
様
に
分
布
す
る
時
は
、

特
定
の
象
限
に
多
く
の
単
位
が
存
在
す
る
事
な
く
、
第
一
、
第

二
、
第
三
、
第
四
の
各
象
限
に
略
三
同
数
の
単
位
が
、
且
Ｘ
軸
、

Ｙ
軸
を
中
心
に
大
体
対
称
的
に
存
在
す
る
た
め
、
各
単
位
の
有

す
る
変
量
の
積
の
合
計
は
正
の
値
と
負
の
値
と
が
相
殺
さ
れ
て

、○
に
近
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
ミ

　
か
く
て
】
ホ
ざ
を
単
位
総
数
〃
で
除
し
て
一
単
位
当
り

　
　
　
　
～
“
一

平
均
を
求
め
る
と
、
そ
の
符
号
に
よ
り
相
関
六
係
の
方
向
を
示

し
、
そ
の
絶
対
値
の
大
小
に
よ
っ
て
相
関
六
係
の
強
度
を
表
す

事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
故
に
梢
関
係
数
は
次
の
式
に
よ
っ
て

求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
宅

　
　
汰
一
一
、
洲
、
一
一
ミ
川
、
一
』
、
（
、
篶
、
（
き
、
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
（
五
一
六
）

　
　
つ

理
ち
１
６
式
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
）
（

　
甘
式
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
相
関
係
数
の
絶
対
値
■
は
無
椙

　
（

関
の
場
合
の
０
よ
り
、
相
関
度
が
高
ま
る
に
従
っ
て
増
大
す
る

の
で
あ
る
が
、
１
以
上
の
値
を
と
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。
即

ち

　
　
｛
一
く
ど
（
１
Ｈ
〈
も
帆
一
）
　
　
（
冒
）

こ
れ
蓋
明
す
る
に
は
事
紅
一
暮
則
割
片
、
“
、
一
。
．
を

考
え
る
。
す
る
と
こ
れ
は
自
乗
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
値
は
正

で
あ
る
。
次
に
こ
れ
を
展
開
す
る
と

十
共
亀
、
舳
制
汁
、
釧
、
）
、

　
　
－
玄
一
一
ミ
洲
副
一
。
。
共
、
、
舳
、
×
、
、
洲
、
一
十
一
、
、
舳
、
一
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
ミ

　
　
∴
判
手
吹
一
工
・
言
↓
、
（
ミ
飢
、
（
ま
，
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
斗
手
咋
（
〒
、
）
・
、
｝

　
　
Ｈ
｛
ト
片
ざ
十
ｈ
卜
』
汁
ぎ
』
（
Ｈ
汁
、
）
Ｍ
◎

　
　
　
ｓ
，
　
　
　
ｑ
、

　
　
　
一
．
一
Ｈ
片
も
ｖ
◎
　
　
．
．
一
－
山
く
、
〈
Ｈ

そ
し
て
言
丁
ガ
（
、
Ｈ
片
Ｈ
）
の
場
合
は
、
相
関
六
係
の
密
接

な
極
限
の
場
合
邸
ち
各
篶
に
対
す
る
ノ
は
只
一
し
か
な
く
、
公

○
、



ノ
ひ
相
互
関
連
は
函
数
関
係
と
し
て
捉
え
得
る
努
合
で
あ
る
導

は
容
易
に
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
つ

　
¢
¢
式
（
叉
は
皿
式
）
の
分
子
を
公
、
　
ノ
の
共
変
量
、
、
、
、
｛
．

彗
８
と
い
い
、
ｏ
ｏ
＜
（
タ
、
）
で
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
“
　
～

　
　
ｏ
。
く
（
ざ
、
）
Ｈ
↓
Ｍ
】
（
き
１
～
）
（
き
－
、
）
、
～
　
（
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
“
”
－
、
“
－

　
叉
は

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
暑

　
　
ｏ
。
、
（
高
；
）
”
↓
】
（
ぶ
－
副
）
（
さ
－
、
）
　
（
－
ｏ
。
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
｛
“
－

共
変
量
は
棉
関
分
布
の
中
心
（
刈
“
）
を
基
準
と
す
る
、
各
単
位

の
有
す
る
変
量
（
ぎ
ミ
）
の
分
布
の
範
囲
を
測
る
測
度
で
あ
っ

て
、
一
変
量
の
度
数
分
布
に
於
て
分
散
が
算
術
平
均
値
を
中
心

と
し
て
、
各
単
位
の
変
量
の
分
布
の
範
囲
を
測
定
す
る
の
と
同

じ
機
能
を
、
二
変
量
の
度
数
分
布
却
ち
梢
関
分
布
に
於
て
果
す

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
梢
関
係
数
０
１
は
次
の
よ
う
に
表
さ

れ
る
。

　
　
　
ｏ
◎
く
（
３
、
）

　
　
ち
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宕
）

　
　
　
　
£
～

　
　
共
変
量
の
簡
便
計
算
法

　
）

　
岨
式
は
次
Ｏ
よ
う
に
変
彩
す
る
事
が
砒
来
る
。
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佳
意
標
本
調
査
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｛
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Ｏ
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Ｍ
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～
）
（
き
ー
ぎ
）
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ぶ
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ｏ
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Ｈ
ミ
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○
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Ｍ
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ぎ
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（
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こ
の
式
に
よ
る
と
共
変
量
の
計
算
は
容
易
に
行
え
る
。
若
し
仮

平
均
を
用
い
な
い
～
ぎ
Ｈ
９
３
１
１
◎
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

か
ら

　
　
　
　
　
　
　
一
　
ミ
　
　
　
　
　
ー

　
　
９
ぺ
＞
、
）
ｕ
オ
】
３
｝
、
｛
１
割
、
　
　
（
８
、
）
‘

と
な
る
。

　
　
相
関
係
数
の
簡
便
計
算
法

　
相
関
係
数
は
共
変
量
と
標
準
偏
羨
の
比
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

等
の
簡
便
計
算
法
に
よ
っ
て
容
易
に
求
め
る
事
が
出
来
る
。
故

に

　
　
ｏ
ｏ
く
（
旨
－
、
）

　
も
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
～
～

　
　
　
　
　
Ｈ
考

　
　
　
　
　
↓
Ｍ
（
ぷ
１
£
（
ま
↓
Ｙ
（
ぎ
ー
筍
）
（
ぎ
↓
）

　
　
く
、
初
（
ｆ
差
去
「
皇
争
咋
〒
暮
。
占
「
３
、

≧

】
（
き
１
ぎ
）
（
ミ
ー
３
）
ー
ミ
（
剣
「
～
）
（
、
「
、
）

．
和
一
ポ
ダ
一
Ｆ
ミ
一
デ
告
呑
Ｑ
・
“
一
。
土
干
３
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
〇
一
）

一
一
二
一
（
五
一
八
）

仮
平
均
を
用
い
な
い
時
に
は

　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
Ｍ
］
§
ミ
屯
…
・
く
笥
、

　
〒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冒
、
）

　
　
京
毛
－
看
舌
ミ
ー
与

）

■
１
＾

●
１

（

級
内
相
関
係
数

　
概
念
的
に
対
称
な
二
の
個
体
が
グ
ル
ー
プ
（
集
落
ｏ
Ｈ
一
一
。
・
奪

と
い
う
）
を
な
し
、
そ
の
グ
ル
’
ー
プ
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
統

計
集
団
に
於
て
、
グ
ル
ー
プ
内
の
単
位
間
の
或
る
量
的
性
質
の

相
互
関
連
の
密
接
さ
を
知
ら
ん
と
す
る
場
合
、
何
れ
か
一
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

変
量
を
瓜
と
し
他
方
の
変
量
を
ノ
と
し
て
、
甘
式
に
よ
っ
て
桐

関
六
係
を
計
算
す
る
事
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
場
合
グ
ル
ー
プ
内
の
単
位
は
観
念
的
に
対
称
な
も
の

で
あ
る
た
め
、
何
れ
の
単
位
の
変
量
を
Ｔ
と
し
他
方
を
ノ
と
す

る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
双
生
児
の
兄
弟
の
グ

ル
ー
プ
よ
り
成
る
双
生
児
の
集
団
に
於
て
、
双
生
児
の
身
長
の

類
似
の
密
接
さ
の
程
度
を
測
ら
ん
と
す
る
場
合
、
双
生
児
の
う

ち
何
れ
の
者
の
身
長
を
”
と
し
他
方
の
者
の
身
長
を
ノ
と
す
る

か
は
、
一
義
的
に
決
定
し
得
な
い
問
題
で
あ
る
。
若
し
兄
の
身



長
を
エ
、
弟
Ｏ
身
長
を
ノ
と
す
る
な
ら
ば
、
椙
関
係
数
は
双
生

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

児
の
兄
と
弟
と
の
間
の
身
長
の
相
関
次
係
を
示
す
事
と
な
り
、

若
し
丈
の
高
い
方
を
火
、
低
い
方
を
ノ
と
す
れ
ば
、
相
関
六
係

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
１
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

は
双
生
児
の
丈
の
高
い
者
と
低
い
者
と
の
間
の
身
長
の
類
似
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
■
　
　
　
、

を
表
す
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
双
生
児
の
身
長
の
類
似
性

の
測
度
と
は
い
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
場
合
は
グ

ル
ー
プ
内
の
単
位
が
櫛
念
的
に
対
称
な
個
体
で
あ
る
た
め
、
ど

れ
か
一
方
を
グ
、
他
方
を
ノ
と
固
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

何
れ
も
交
互
に
久
並
に
ノ
と
し
て
相
関
係
数
を
計
算
す
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　
叉
仮
令
変
量
の
組
が
瓜
と
ノ
と
に
固
定
し
得
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
．
統
計
集
団
が
三
（
叉
は
三
以
上
）
の
量
的
集
団
性
に
斌

て
構
造
分
析
さ
れ
た
場
合
一
こ
の
三
変
量
間
の
相
互
関
連
の
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

接
さ
の
測
定
は
最
早
や
１
６
式
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
等
三

の
変
量
を
棉
互
に
エ
並
に
ノ
た
ら
し
め
て
相
関
係
数
を
計
算
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
今
統
計
菓
団
を
構
成
す
る
冶
個
の
グ
ル
ー
プ
の
観
測
値
の
組

を
　
　
任
意
標
卒
調
査
法

　
つ
『
；
．
ｊ
～
ン
（
』
、
芋
．
づ
§
！
…
一
つ
一
こ
、
へ
ｂ
・
！
・
：
一
〇
ぐ
－
二
き
）
　
　
（
ｓ
）

（
但
柵
の
添
数
ク
は
グ
ル
ー
プ
の
番
号
ノ
し
あ
る
）
と
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

各
組
に
於
て
先
ず
篶
を
久
、
灼
を
ノ
と
し
、
次
に
逆
に
篶
を
工
、

伽
を
ノ
と
す
る
の
ノ
し
あ
る
か
ら
幽
の
居
個
の
観
測
値
の
組
は

　
○
さ
ブ
さ
ｂ
・
）
一
（
ぷ
ゴ
さ
峠
）
一
・
・
ぷ
（
ぷ
ご
さ
的
）
一
…
一
（
↓
未
－
、
き
）

　
（
３
ざ
さ
一
）
一
（
さ
サ
『
賞
）
一
・
・
ぷ
（
３
ざ
き
一
）
一
…
一
（
↓
ネ
閑
、
さ
）
　
　
（
富
）

の
服
個
の
組
と
な
る
訳
で
あ
る
。
　
（
各
組
の
左
側
の
値
が
グ
、

有
側
の
値
が
ノ
で
あ
る
。
）
　
そ
し
て
鋤
の
観
測
値
の
組
の
相
関

　
　
　
）

係
数
を
血
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
先

　
　
　
（

ず
久
数
列
及
び
ノ
数
列
の
算
術
平
均
値
、
標
準
偏
差
を
求
め
ね

ば
な
ら
な
い
。
鋤
よ
り
明
ら
か
な
如
く
グ
数
列
は
吻
の
居
個
の

観
測
値
の
組
の
す
べ
て
の
値
、
従
っ
て
服
個
の
単
位
（
こ
れ
が

統
計
集
団
を
構
成
す
る
単
位
の
総
数
で
あ
る
。
）
の
有
す
る
変

量
値
の
す
ぺ
て
を
含
ん
で
届
り
、
こ
の
事
は
ノ
数
列
に
就
て
も

同
じ
で
あ
る
た
め
、
火
数
列
と
ノ
数
列
は
算
術
平
均
値
、
標
準

偏
差
を
同
じ
く
し
、
そ
れ
は
同
時
に
統
計
壊
研
そ
れ
自
体
の
平

均
値
７
、
標
準
偏
差
ｄ
で
も
あ
る
。
従
っ
て

　
　
　
　
　
ト
　
　
Ｎ

　
　
　
　
　
】
凶
さ
、

　
　
Ｉ
　
　
Ｆ
　
　
｛
Ｈ
－
、
“
一
　
　
　
　
　
－

　
　
勾
Ｈ
，
１
ｌ
　
　
Ｎ
も
；
、
１
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
五
一
九
）



○

立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
鋒
四
号
）

　
　
、
、
、
、
く
汁
抄
玲
亨
芋
・

　
　
　
つ

そ
し
て
１
６
式
は
鋤
の
各
組
の
値
の
．
尤
よ
り
の
偏
差
を
標
準
化
し
、

　
　
　
（

そ
の
積
の
合
計
を
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
此
の
場
合
は

次
の
様
に
な
る
。

　
　
Ｈ
ミ

　
オ
凶
（
ぶ
－
副
）
（
－
、
“
１
、
）

　
　
心
…
－

　
　
　
　
£
～

　
　
　
Ｈ
　
“

　
　
　
司
些
（
暮
、
「
副
）
（
嵩
、
「
章
（
、
、
『
。
）
（
、
、
「
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
・
ｓ

　
　
　
Ｈ
　
、
　
“

　
　
　
司
脳
池
マ
む
、
↓
）
（
、
戸
、
、
１
３

　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
－

　
　
　
～

薮
に
、
岬
は
添
勢
ノ
の
異
る
柵
の
組
の
偏
差
の
積
を
二
つ
加

え
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
二
こ
の
よ
う
な
棉
関
係
数
を
級

内
相
関
係
数
弐
旨
き
Ｈ
婁
。
。
８
胃
９
隻
昌
８
¢
雪
ｏ
討
暮
と
い
い

”
０
ー
ノ
し
表
す
。
故
に

　
　
　
　
Ｈ
　
“
　
Ｎ

　
　
　
司
悩
Ｍ
（
暮
迂
－
“
）
（
ぷ
～
、
１
～
）

　
　
、
　
　
　
　
　
“
“
一
．
“
人
．
“
、

　
　
も
Ｈ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
（
違
）

こ
れ
に
対
し
て
前
項
の
一
般
的
な
相
関
係
数
を
級
間
相
関
係
数

ラ
ざ
９
Ｈ
姜
｝
一
さ
冒
Ｃ
に
Ｆ
ユ
９
－
６
８
壬
Ｏ
ざ
鼻
と
い
う
の
で
あ
る
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
（
五
二
〇
）

　
以
上
は
グ
ル
’
ー
プ
内
の
単
位
が
２
個
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
一
般
的
な
１
個
の
場
合
に
は
級
内
相
関
係
数
の
計
算
式
は

次
の
如
く
で
あ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
観
測
値
の
組
を

　
（
３
■
３
ぎ
…
一
、
ミ
）
、
（
、
Ｎ
一
一
さ
ジ
…
亀
ミ
）
一
…
一
（
ぷ
－
一
さ
ぎ
…
一
ぶ
～
）
一

　
　
…
一
（
言
ミ
一
§
き
一
…
一
ミ
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
閉
）

と
す
る
。
先
ず
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
於
て
一
の
～
を
”
他
の
任

意
の
～
を
ノ
と
し
て
組
合
せ
、
且
－
個
の
～
の
す
べ
て
を
火

（
並
に
ノ
）
た
ら
し
め
る
場
合
の
数
は
、
１
個
の
中
よ
り
重
複

す
る
事
な
く
２
個
取
出
す
場
合
の
数
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
＼
（
＼
－
Ｈ
）
で
あ
る
た
め
、
第
一
の
グ
ー
ル
プ
は

＼
（
＼
ｌ
Ｈ
）
組
の
（
５
ン
と
、
・
）
の
組
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
事
は
冶
個
の
す
ぺ
て
の
グ
ル
’
ー
プ
に
就
て
同
じ
で
あ
る
た
め
、

結
局
鋤
は
ミ
（
＼
１
Ｈ
）
組
の
（
き
、
し
．
ミ
）
の
組
に
分
れ
る
の
で
．

あ
り
、
そ
れ
に
就
て
棉
関
係
数
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
。
”
数

列
、
ノ
数
列
の
算
術
平
均
値
、
標
準
偏
差
は
、
前
と
同
様
に
統

計
集
団
全
体
　
（
こ
の
場
合
は
〃
個
の
単
伎
よ
り
成
る
。
）
の
平

均
値
了
、
標
準
偏
差
ｄ
で
あ
る
か
ら

　
　
　
Ｆ
　
Ｈ
片
　
、

　
　
制
－
、
Ｈ
ミ
】
Ｍ
号
迂
Ｈ
剣

　
　
　
　
　
　
～
“
’
．
“
“
一



号
、
、
く
中
妙
玲
亨
３
。
と

故
に
級
内
相
関
係
数
ク
０
１
は

　
　
　
　
　
Ｈ
‘
　
“
　
～

　
　
一
ミ
一
山
）
脳
ｗ
ｈ
、
。
、
－
割
）
（
尋
、
、
、
－
割
一

　
　
、
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
咄

　
　
　
、

薮
に
　
】
　
は
添
数
．
ノ
の
異
る
～
の
組
の
偏
差
の
積
を
す
べ
て

　
　
．
迂
、

（
そ
の
数
は
第
一
グ
ル
ー
プ
に
就
て
見
た
よ
う
に
＼
（
＼
ｌ
Ｈ
）
個

あ
る
。
）
加
え
る
事
を
意
味
す
る
。

こ
の
級
内
相
関
係
数
の
性
質
を
知
る
た
め
に
は
先
ず
次
の
事
を

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
統
計
集
団
全
体
の
分
散
は
次
の
よ
う
に
変

形
さ
れ
る
。

　
　
　
Ｈ
　
“
　
－

　
ｑ
．
ｕ
↓
】
】
１
（
§
ミ
ー
割
）
”

　
　
　
　
｛
Ｈ
Ｈ
～
”
－

　
　
　
－
１
“
　
～

　
　
Ｈ
吋
悩
Ｍ
｛
（
、
＆
１
剖
じ
十
（
専
－
割
）
｝
。
、

　
　
　
　
沽
１
－
“
Ｈ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
～

　
　
　
　
　
虜
鼻
Ｈ
↓
悩
ぶ
）
…
“
．
び
ｑ
、
。
。
勺
ｅ
七
揖
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
１
一

　
　
　
Ｈ
　
“
　
～
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
“
　
～

　
　
Ｈ
吋
】
悩
１
（
さ
－
昌
。
十
吋
悩
悩
（
圭
ｉ
邑
（
タ
ム
）

　
　
　
　
“
“
－
～
１
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
Ｈ
－
～
Ｈ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
“
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
吋
Ｍ
Ｍ
（
専
１
～
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
“
－
～
”
一

　
ぺ
管
ぴ
行

　
　
　
　
　
　
キ
　
　
、

　
　
鵠
〕
｛
凪
一
Ｍ
］
Ｍ
】
（
ぷ
～
－
～
“
）
（
副
｝
１
割
）

　
　
　
　
　
｝
“
－
～
〃
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
任
意
標
本
調
査
法

－
等
工
一
恋
？
圭
－
・

箏
・
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
繍
崎
紳
諜
鶯
哩
諏
〕

　
　
蒲
事
脈
瞥
工
一
・
．
－
鵯
工
）
。
一
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｍ
］
（
剣
“
１
－
割
）
・
。
Ｎ

　
　
　
　
Ｈ
“
　
－
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
“

　
．
．
・
・
。
Ｈ
吋
】
】
（
ま
－
皇
。
、
十
吋
悩
（
専
ム
）
。
Ｎ

　
　
　
　
　
“
”
一
、
Ｈ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
冊
－

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
“
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
～

　
小
“
づ
３
。
。
Ｈ
利
Ｍ
悩
（
ま
～
－
割
む
．
・
３
い
Ｈ
吋
悩
（
ぎ
－
割
）
、
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
屯
Ｈ
】
、
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
Ｈ
Ｈ

　
庁
訴
写
扁

　
　
　
　
『
ｏ
ｎ
ｓ
§
ｏ
＋
『
、
　
　
　
　
　
（
Ｎ
べ
）

　
　
　
、
　
　
～

　
Ｏ
Ｄ
　
Ｍ
凶
（
ぶ
～
－
専
）
（
皇
１
～
）
に
於
て
、
（
皇
－
副
）
は
添
数
．
１
を

　
　
“
“
－
、
“
－

　
　
含
ん
で
い
な
い
た
め
、
．
１
の
計
算
に
於
て
は
常
数
と
な
り
、
．
１
に

　
　
　
　
　
　
～

　
　
就
て
の
郁
凶
の
外
部
に
約
し
出
せ
る
。

　
　
　
　
　
～
”
－

こ
こ
に
〃
は
集
落
内
分
散
く
彗
サ
、
嵩
、
ま
ま
目
。
Ｈ
一
、
。
。
“
。
、
。
。
と
い

い
、
各
集
落
（
グ
ル
ー
プ
）
内
に
於
け
る
変
量
の
集
落
平
均
値

を
中
心
と
す
る
分
布
の
範
囲
の
測
度
ノ
し
あ
り
、
〃
は
集
落
間
分

散
く
邑
彗
鳥
げ
ｇ
毒
彗
ｏ
Ｈ
易
一
¢
冨
と
い
い
、
各
集
落
平
均
値

の
統
計
集
団
平
均
値
を
中
心
と
す
る
分
布
の
範
囲
を
測
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
か
く
て
統
計
集
団
が
統
計
単
位
の
グ
ル
ー
プ
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
五
二
一
）



　
　
並
命
餌
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
四
晋
）

ち
集
藩
よ
り
成
る
時
は
、
統
計
集
団
の
分
散
は
集
落
内
分
散
と

集
落
間
分
散
よ
り
合
成
さ
れ
て
い
る
の
ノ
し
あ
る
。
従
っ
て

　
）
　
は
　
集
落
内
部
の
単
位
が
完
全
に
同
質
で

あ
り
、
そ
れ
等
の
有
す
る
変
量
値
が
同
じ

（
』
．
芦
Ｈ
Ｆ
ぎ
Ｈ
…
Ｈ
ま
一
）
で
あ
る
な
ら
ば

§
。
Ｈ
◎
故
に
、
Ｈ
ｑ
、
で
あ
り

　
四
　
集
藩
平
均
値
が
相
互
に
梢
等
し
い

（
ぎ
Ｈ
ｙ
Ｈ
…
Ｈ
ン
）
即
ち
各
集
落
が
同
質

で
あ
る
な
ら
ば
（
そ
の
時
は
各
集
落
内
部
は

可
能
な
隈
り
異
質
的
な
単
位
よ
り
成
っ
て
い

　
　
　
　
１
）

（
８
６
６
）

（
・
０
〃
６
）

（
ｏ
ｏ
ｏ
）

（
｝
〃
・
）

（
ｏ
〃
８
）

（
”
〃
８
）

る
で
あ
ろ
う
。
）
気
”
◎
故
に
、
Ｈ
３
Ｎ
と
な
る
。

　
ゆ
　
そ
し
て
集
落
の
構
成
が
こ
の
両
極
端
の
中
間
に
あ
る
場

合
、
集
落
内
部
が
同
質
的
（
故
に
〃
は
小
）
で
あ
る
程
〆
は
〃

に
依
存
し
、
集
落
間
が
同
質
的
（
故
に
卯
は
小
、
こ
の
時
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

内
部
は
異
質
的
）
な
る
程
〆
は
～
に
よ
る
の
で
あ
る
。

○
じ
統
計
集
団
に
含
ま
れ
る
単
位
は
可
成
り
異
質
的
で
あ
る
た
め
、
そ

　
れ
を
集
落
に
ー
分
け
た
場
Ａ
暑
集
落
が
相
互
に
同
質
的
と
な
る
た
め

　
に
は
、
集
落
内
部
の
単
位
は
出
来
る
丈
異
質
的
で
お
ら
ね
ぱ
な
ら

一
二
六
（
五
ニ
ニ
）

　
　
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
級
内
梢
関
係
数
、
９
の
算
式
は
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
事

が
出
来
る
。

　
　
も
、
－
土
、
一
。
Ｊ
“
匂
・
・
、
｝
一
、
的
一

即
ち
的
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
却
　
　
、

・
土
鵜
む
篶
ミ
、
割
、
一

　
　
一
－
一
－
貞
汁
ｄ
竺
導
さ
ム
（
く
ム
一

　
　
ピ
茎
∴
牢
亨
↓
閑

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

　
　
　
　
　
１
ｌ
Ｍ
］
（
ぷ
、
－
割
）
～
十
Ｍ
］
（
ぷ
、
－
剣
）
（
ぶ
、
１
割
）

　
　
　
　
　
　
．
“
“
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
人
～
、

・
．
・
Ｊ
一
一
『
弘
□
一
吠
孝
－
豊
、
－
冷
圭
ム
・
、
］

Ｊ
一
一
ｒ
弘
□
嘗
亨
葦
一
ぎ
－
き
一
］
。

ト
　
　
、

Ｍ
］
Ｍ
］
（
さ
」
－
～
）
心

｛
“
－
～
Ｈ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
導
（
＼
－
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
、

溝
し
蝿
汁
静
貞
｝
一
】
｛
（
ぷ
、
－
ぎ
）
十
（
専
－
～
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
、
”
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
Ｍ
］
（
３
，
１
～
｛
）
十
（
～
｛
ｉ
制
）
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ

■



首
串
｝
専
妙
眸
亨
さ
。
丁
止
・
・
、

　
　
　
　
、

　
　
　
　
Ｍ
］
（
副
｝
－
～
）
ミ
｝

　
　
　
　
７
－
　
　
　
　
　
　
ミ

　
｛
…
｝
１
ー
　
ミ
（
Ｎ
山
）
　
－
Ｔ
Ｈ

　
　
　
　
＼
ｑ
，
　
　
　
ｓ
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
キ
，

　
　
　
　
Ｎ
ｌ
Ｈ
　
＼
ｉ
づ
　
　
．
・
．
３
．
Ｈ
↓
Ｍ
（
事
－
副
）
。
、
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
”
－

　
　
　
　
　
　
ｑ
・
。
－
ｑ
，
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
的
　
一
一

　
　
　
ｎ
ｑ
臼
、
－
Ｔ
Ｈ
　
ｎ
３
蝸
－
＼
－
、
　
・
『
的
１
１
３
。
．
十
Ｓ
サ
蛉

蕎
も
、
－
中
守
干
レ
ミ
｝

Ｄ
例
え
ば

　
　
ホ
ふ
旧
去
・
幸
冬

　
　
ｎ
３
Ｎ
＋
３
Ｎ
＋
３
Ｎ
＋
３
３
＋
§
－
３
＋
３
３
＋
３
ぶ
十
ぶ
３
＋
ぶ
３

　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

　
　
　
Ｈ
Ｍ
ｕ
３
～
十
Ｍ
］
§
ぎ
、

　
　
　
　
～
坐
　
　
　
　
～
人
、

か
く
て
級
内
梢
関
係
数
は
三
種
の
分
散
〆
リ
吋
〃
に
よ
っ
て
表
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ｑ
，
Ｈ
◎
故
に
ｑ
，
Ｈ
ミ
却
ち
集
落

内
同
質
の
時
は
、
バ
Ｈ
で
あ
り
、
気
Ｈ
◎
故
に
、
Ｈ
３
心
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

ち
集
落
間
同
質
の
時
は
、
、
１
１
１
＼
ｌ
Ｈ
　
で
あ
る
。
　
一
般
に
は

統
計
集
団
に
於
け
る
集
落
の
構
造
は
以
上
二
の
両
限
界
の
中
間

で
あ
る
た
め
、
級
内
相
関
係
数
は

　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）

　
　
１
－
１
〈
も
、
〈
Ｈ
　
　
　
（
Ｎ
０
）

　
　
　
、
－
Ｈ

　
　
任
意
標
本
調
査
法
　
　
　
　
　
　
・

な
る
値
を
と
る
の
で
あ
る
。

　
０
Ｄ
　
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
。
鍋
式
よ
り

　
　
も
、
－
汁
？
旧
Ｊ
止
£
旧
｝

　
　
　
－
か
守
、
よ
・
・
、
Ｊ
止
・
・
。
、
｝
・
．
・
．
、
。
閑
－
、
、
－
、
・
”

　
　
　
－
中
｛
・
的
－
＼
、
・
旧
丁
、
Ｊ
バ
（
峠
）
。
、
＾
、

誉
、
－
中
？
的
Ｊ
“
（
・
、
ム
咄
）
ヤ
　
£
－
、
旧
－
、
一
凹

　
　
　
－
十
｛
止
３
・
、
Ｊ
｝
、
”
》

　
　
　
－
Ｊ
止
十
一
い
（
巾
）
閑
ｗ
Ｊ
…

一
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
〈
も
、
＾
Ｈ

　
　
＼
－
Ｈ

睡
　
集
落
が
只
一
の
場
含
換
青
す
れ
ば
統
計
集
団
を
集
落
に
分
け
な

　
い
場
含
（
故
、
に
こ
の
時
は
／
は
統
計
集
団
単
位
総
数
〃
に
等
し
い
）

　
　
、
　
　
　
Ｈ

　
は
も
１
１
’
－
ｌ
ー
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
集
落
が
一
で
あ

　
　
　
　
　
ミ
ー
Ｈ

　
る
た
め
鮒
式
に
於
て
“
ｕ
一
Ｎ
ｕ
宅
と
す
れ
ば
よ
く
、
従
つ
て

　
　
　
　
　
宅

　
　
一
Ｉ
Ｈ
」
池
仏
、
、
．
、
、
）
（
、
、
、
－
、
）
一

　
も
ー
司
一
　
ミ
干
Ｈ
）
　
Ｈ

　
そ
し
て
こ
の
時
の
統
計
集
団
の
平
均
値
、
標
準
偏
差
は

　
　
　
Ｈ
考
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ミ

　
～
Ｈ
↓
Ｍ
よ
・
　
ミ
Ｈ
↓
Ｍ
ｕ
（
さ
－
～
）
旧

　
　
　
　
～
”
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
“
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
五
二
三
）



’
　
　
　
、

、

立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
四
暑
）

で
あ
る
。
さ
て

下
中
［
ミ
巾
一
昨
予
土
誓
・
、
紬
一
｝
］

－
中
□
ミ
一
汁
Ｈ
一
弊
予
土
弊
ミ
ー
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

　
　
　
　
　
－
（
亨
洲
一
｝
］
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
望

｛
よ
き
汁
一
一
苧
工
）
。
｝

　
　
　
　
　
－
『
閑
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
ー
ミ
（
ミ
パ
Ｈ
）
ー
　
ミ
ー
Ｈ

仙
　
（
さ
－
訓
）
（
３
、
副
）
は
〃
個
の
偏
差
（
３
－
副
）
・
（
、
１
１
一
ド

　
…
一
ミ
）
申
・
ノ
の
異
る
も
の
二
個
の
積
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
各
．
ノ

　
に
就
て
（
宇
∴
）
個
あ
る
。
故
に
そ
の
（
レ
、
－
Ｈ
）
個
の
積
の
和

を
亨
葦
－
差
と
・
予
嘉
払
亨
÷
書
等

　
　
　
ミ

　
戴
に
凶
（
３
、
～
）
は
（
き
－
～
）
以
外
の
ミ
ー
Ｈ
個
の
偏
差
の

　
　
　
～
人
～
、

　
合
計
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
事
は
す
べ
て
の
．
ノ
に
就
て
い
え

　
る
た
め
、
偏
差
の
積
の
総
和
・
は

）２（ 掌
工
一
・
予
予
苧
工
一
｛
幹
く
－
、
一
一

と
書
け
る
の
で
あ
る
。

・
主
一
妥
ヱ
一
一
の
一
－
一
一
仏
、
〃
個
の
偏
差
中
の

一
偏
差
（
さ
－
～
）
を
除
い
た
（
ミ
ー
－
）
個
の
偏
差
の
合
計
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
に
（
さ
－
～
）
を
加
え
る
と
結
局
全
偏
差
の
含
計

一
二
八
（
五
二
四
）

と
な
る
。

　
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
凶
（
３
・
－
～
）
十
（
よ
－
～
）
Ｈ
凶
（
３
、
－
副
）

　
～
氷
～
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
ｍ
－

　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
宅

一
．
一
】
（
３
・
－
割
）
“
凶
（
亀
、
－
副
）
－
（
３
－
副
）

　
　
～
＊
～
、
　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
Ｈ

　
こ
の
級
内
相
関
係
数
の
概
念
は
任
意
標
本
理
論
に
於
て
は
重

要
な
役
割
を
演
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
証
明
の
遇

程
は
や
や
難
解
ノ
し
あ
る
の
ノ
し
、
結
論
丈
了
承
す
れ
ば
そ
れ
で
充

分
で
あ
る
。


